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殺
生
か
禁
欲
か

ー

ー

ー

σ『
ロ
ロ
己
居
者
「
|
|

ネナ

上

真

宇
~

は
じ
め
に

仏
教
は
生
き
物
を
殺
す
こ
と

(
殺
生
)
を
誠
め
、
感
官
を
抑
制
し
欲
望
を
鎮
め
る
こ
と

(
禁
欲
)
を
説
く
。
し
か
し
不
殺
生
と
禁
欲
と

が
、
実
は
矛
盾
・
対
立
す
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
『
ス
ツ
タ
・
ニ
パ

l
タ
』
(
経
集
め
巳
足
。
志
念
。
吉
弘
ヨ
・
2
A
F
)
に
も

σ何
回
国
ロ
中
宮
口

(
生
き
物
を
殺
す
、
生
長
・
発
展
を
殺
す
、
機
嫌
を
損
う
、
望
み
を
断
つ
、
求
愛
を
拒
む
、
胎
児
殺
し
)
と
い
う
語
が
見
え
、
ま
た
散
文
経
典

で
は
こ
の
語
が
感
官
の
抑
制
を
説
く
仏
(
沙
門
ゴ

l
タ
マ
)
を
非
難
す
る
遊
行
者
か
ら
発
せ
ら
れ
て
い
る

(
出
向
戸
署

-uoN
同
)
。
パ

l
リ
仏

教
に
お
け
る
こ
の
語
の
用
例
と
解
釈
の
伝
統
を
辿
り
な
が
ら
、
イ
ン
ド
思
想
・
文
化
一
般
と
の
接
点
を
も
考
え
た
い
。

σ
H
H
U
ロ
ω
F
C
の
用
例

A
生
き
物
を
殺
す
H

発
展
(
繁
栄
)
を
殺
す

こ
の
語
は
め
誌
に
一
回
だ
け
見
え
る
。
舎
利
弗
と
目
連
を
誹
っ
て
地
獄
に
堕
ち
た
と
い
う
コ
l
カ
l
リ
カ
比
正
に
つ
い
て
語
る
詩
節

(
偶
)
に
次
の
よ
う
に
出
て
い
る
。

冨戸
HWVmE門同己
mm釦
4
F
E
S
S
E
-
g
m
w『守
P
F
U
S
E
E
(回
d
v
o
g
E予
回

E
F
S忠
釦
)
岡
弘
吉
}
S
E寄
旦
mEWP丘一

同)ロ江田回口
g
-
s
r
m
Z
A
E
P
E
P
-】
mvg
寸}岡山首
wuzvm
ロ
O『
mW1-S
包
(
め
ロ
・

8串
)

」
れ
を
私
共
は
こ
う
訳
し
た
。

「
口
の
悪
い
者
よ
。
誠
の
な
い
潔
く
な
い
者
よ
。
生
き
物
を
殺
す
悪
者
よ
。
悪
行
を
な
す
者
よ
。

人
(
男
)

の
浮
ょ
。
サ
イ
コ
ロ
の
不
利
玉
よ
。
卑
し
く
生
ま
れ
た
者
よ
。
こ
こ
で
多
く
喋
る
な
。
お
前
は
地
獄
行
き
だ
。
』

(
村
上
真
完
・
及
川
真
介
『
仏
の
こ
と
ば
註

2
3
1パ
ラ
マ
ツ
タ
・
ジ
ョ

l
テ
イ
カ
l
』
春
秋
社
冨
∞
∞
る

-Bω)

5
世
紀
に
作
ら
れ
た
そ
の
註
釈
(
、
ass-QHSctoHSpa-)
に
は
こ
う
い
う
。

「
《
口
の
悪
い
者
よ
』

H
口
穏
や
か
な
ら
ぬ
者
よ
。
《
誠
の
な
い
V

H
真
実
を
離
れ
た
H
虚
偽
を
言
、
つ
者
よ
。
《
潔
く
な
い
者
よ
〉

H

善
く
な
い
人
ょ
。
〈
生
き
物
を
殺
す
者
よ
V

H
生
存
を
滅
ぼ
す
者
よ
H
発
展
(
繁
栄
)
を
失
わ
せ
る
者
よ
o

《
人
(
男
)

の
淳
よ
V

H

一
番
浮
の
人
(
男
)
よ
。
〈
サ
イ
コ
ロ
の
不
利
玉
よ
〉
リ
不
運
な
人
(
男
)
よ
。
〈
卑
し
く
生
ま
れ
た
者
よ
V

H
仏
の
・
卑
し
く
生
ま

れ
た
息
子
よ
。
』

(
5
5包
括
m
m
B
E
g
i
g
s
-
F
E
E
誌を
S
E
E
K官
主
回
P
E
E
W
m
患
者
官
民
国
ω
F
E
E
t

ず

HMO民
EF白ロ位一
wmwU4C門E
E
Eロ劃
m出血巴
WPMM国
立
国
同
世
田
酔
何
回
同
ロ
江
田
中
℃
回
一
江
田
mww
回開畑出尽色白
wwyrM)ロ江田
my
釦』『
&PEC凶
σ己島内同一
Fmwm出
血
担
問
司
&
伯
仲
間

EM百足釦・

ョ
・
同
・
品
4
C
M
l
m
)

殺生か禁欲か(村上)

私
共
の
訳
文
は
、
註
釈
に
従
っ
て
お
り
ぬ
お
の
丈
脈
上
で
も
問
題
は
な
い
。
し
か
し
そ
の
後
に
出
た
関
・
伺
-
Z号
5
m
g
の
新
英
訳
一

凶

JF

向。3HhMM
。
九
む
な
8
5
d
g
(匂
ミ
芯
目
〉
「
F

志
向
悼
む
)
ゆ
〈
。
-
・
国
別
04EO門同
4
5
H岡田
-
E目。ロ項目
F

F
可。門戸己目立。ロ

mHM【同
Z
0
2
9
寸

FOHιω
ロ司
Hdoua

由。
a2uPOMPH1島
]FmumuN
は
、
上
の
偽
(
め
5
・
。
宮
)
を

回目。己
E
5
0
E
Z
P
品
目
貯
ほ
肝
苦
g
z
o
u
g
号
。
E
S
E
W
E
r
E
2
0同
ヨ
ロ

w
a
r
a
p
Z
3
2
0同
5
0
P
邑凸
w
o
P
E
E
S

σ
。
自
己
。
ロ
E
m唱。
m
w
B
S
F
r
o
g
-
J問
。
出
向
。
含
O
B
E
酔ovo-H・(℃・
4
G
・
下
線
は
筆
者
)
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と
訳
し
(
上
の
下
線
部
が
、
我
々
の
解
釈
と
異
な
る
)
、
詳
し
い
註
記
に
は
、
σ
F
O
ロ
中
町
ロ
は
「
堕
胎
者
(
与
。
『
E
E
a
)
」
で
、
サ
ン
ス
ク

44 

リ
ッ
ト

(
H
⑤
)

の
~
手
込
司
令
、
H
Q
誌
に
対
応
す
る
と
い
う
(
喝
-
M
N
4
0
)
。
σ
F
A
官
邸
H
E
を
V
V
A
M
ロ
釦
z
V
ロ
と
分
析
す
る
と
、
後
の
E
H
M
ロ
が
え
V
-
Qお

(
殺
す
)
に
由
来
す
る
こ
と
に
は
疑
問
は
な
い
。
問
題
の
σ
F
E
g
は
、
σ
F
U
口
問
[
召
]
(
h
g
・

1
・八四】何回
P
地
達
の
、
生
き
物
達
の
)
、
ま
た
は

げ

H
M
U
E
(
生
き
物
)
に
由
来
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
~
S
E
担
。
(
胎
児
)
か
ら
導
く
の
は
語
形
上
は
無
理
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か

く
だ
ん

し
「
堕
胎
者
」
と
い
う
語
が
こ
こ
の
文
脈
に
合
わ
な
い
。
件
の
比
丘
が
堕
胎
に
関
係
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
原
始
仏
教
に
お
い
て
も
堕

と胎
も(
思宮
わg:
れ~
なも

いZZ
~ 

が
重
大
な
罪

ト古
田t

'・4
31 
防d
~ 

波
羅
夷
罪
)

で
あ
る
が
、
そ
の
原
語
が
違
う
の
で
、
σ
V
回
ロ
m
T
F
E
の
解
釈
に
役
立
つ

も
し
原
意
が
「
胎
児
殺
し
」
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
派
生
的
な
意
味
を
考
え
る
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。
~
U
V
E
a
G
に
は
「
胎
児
」
の
ほ
か

に
、
辞
書
官
吏

2
p
)

に
よ
れ
ば
「
妊
婦
」
、
「
聖
典
に
通
じ
た
バ
ラ
モ
ン
」
の
意
味
も
あ
る
。
舎
利
弗
等
は
バ
ラ
モ
ン
出
身
で
あ
る
か

ら
、
「
バ
ラ
モ
ン
殺
し
」
の
意
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、

コ
l
カ
l
リ
カ
が
こ
の
両
人
を
殺
し
た
の
で
は
な
く
、
誹
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
し

て
み
る
と
「
殺
し
」
と
い
う
の
は
、
比
験
的
な
意
味
で
あ
っ
て
、
人
に
対
し
て
痛
手
を
与
え
た
こ
と

(
非
難
、
中
傷
、
妨
害
)
を
指
す
の

で
あ
ろ
う
か
。
上
記
の
パ

l
リ
註
釈
に
「
生
存
を
滅
ぼ
す
(
繁
栄
を
殺
す
)
者
S
F巳
T
E
E
-
附
田
)
」
、
「
成
長
(
発
展
、
繁
栄
)
を
失
わ
せ

る
者
(
4
豆
島
E
s
ロ
m
g
m
w
w
p
〈
丘
〈
己
主
E
E
)
」
と
い
う
の
も
、
そ
の
よ
う
な
意
味
で
理
解
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

同
様
に
「
ジ
ャ

l
タ
カ

(
K
H
Q
F♂
n
H
)
』
Z
0
・
m
ω

。(
m
E
H
E
n
s
ι
-
N
H
)
に
は
次
の
よ
う
な
偽
が
あ
る
。

寸
OVV酌回附TV岡阿国。同MmnnmwHHtwg白nnHMmz-釦一wm合同wm品い何回似¥

町
出
向
凶
召

-42nvm肖
o
g
m邑
E
g
w
u
R
ロ
島
町
四
E
V
E
S
t
w
m
江
口
。
(
戸
、
・
〈
-
N
g甲
田
)

「
彼
等
生
き
物
を
殺
す
罪
を
犯
し
た
人
達
は
、

数
え
き
れ
な
い
年
月
の
問
、
切
り
身
に
さ
れ
た
魚
達
の
よ
う
に
、
煮
ら
れ
る
の
だ
。
「

と
。
そ
の
註
釈
は
「
自
分
の
成
長
(
発
展
、
繁
栄
)
を
殺
し
た
」
と
解
し
て
こ
う
い
う
。

『
《
彼
等
生
き
物
(
成
長
)
を
殺
す
》
と
は
、
仙
人
達
を
侮
蔑
す
る
彼
等
で
あ
り
、
自
分
の
成
長
(
発
展
、
繁
栄
)
を
殺
し
た
の
で

あ
る
か
ら
、
生
き
物
(
成
長
)
を
殺
す
者
達
は
、
肉
片
に
さ
れ
た
魚
達
の
よ
う
に
煮
ら
れ
る
o
」
(
F
F
E
E
g
z
V
E
S
巴

g

富
E

B

印
什
芝
田
仲
什
悶
g
m
詳
釦
同
5
4
E
山
門
同
月
比
可
m
w
F
a
m
z
s
v
v
E
g
E
V
Z
図
。
-
8
廿
守
山
岡
田
釦
E
H
8
5
5
2
n
y帥
i
u弱
音
n
g
E
F
n
『
(
〉
)
・
〈
-
N
4
M
M
E
)

と
。
父
王
を
殺
し
て
王
位
に
即
い
た
王
が
、
後
に
後
悔
し
て
昔
の
友
で
仙
人
と
な
っ
て
い
た
サ
ン
キ
ッ
チ
ャ
に
会
っ
て
、
法
を
犯
し
た
者

が
死
後
に
何
処
に
行
く
の
か
を
問
う
の
に
対
し
て
、
仙
人
が
答
え
る

o
Z
E中
E
Sを
註
釈
は
、
「
生
き
物
を
殺
す
」
な
ど
で
は
な
く
、

「
自
分
の
成
長
を
殺
し
た
」
と
解
し
、
仙
人
達
を
侮
蔑
し
て
自
分
の
徳
性
・
器
量
の
成
長
を
殺
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

ま
た
『
ジ
ャ

l
タ
カ
』
Z
0
・
E
ω
(
凶
何
回
国
ユ
E
z
-
-
∞
∞
串
)
に
は
次
の
よ
う
な
備
が
あ
る
。

〈
包
仰
ロ
m
g
同
制
m
q
m
σ
『
雪
印
H
M
E
E
司
自
白
m
g
(
切
内
回
目
江
ム
E
盟
国
釦
)
w
g
宮
中
内
同
門
凶
d
H
H
O
V
何
回
皆
同
M
V
F
g
図
。
吉
田
V
V
-骨
M
m
w
F
m
g
)
ロ
ω
富
田
国
釦
一

Z
ω
g
w
m
g
M
】
釦
江
口
片
岡
W
H
v
o
g
m
m
m
F
《
古
田
〆
E
m
E
H吋
H
B
m
ロ
S
B
R
g
E
w
m
E】
g
g
g
m
H
恒
(
~
・

3
・
M
g
z
)

『
ヴ
ェ
ー
ダ
は
、
友
を
裏
切
り
、
生
き
物
(
成
長
)
を
殺
す
こ
の
人
の
救
い
と
は
な
ら
な
い
。

い
さ
ぎ
よ

(3)

ま
た
奉
祭
し
て
き
た
火
も
、
悪
を
内
に
懐
き
行
い
潔
か
ら
ぬ
人
を
救
わ
な
い
。
』

と
。
こ
の
註
釈
も
こ
の
語
を
「
成
長
(
発
展
、
繁
栄
)
を
殺
す
」
と
解
す
る
。

殺生か禁欲か(村上)

ヌ
こ
の
〔
人
の
救
い
と
は
〕
な
ら
〔
な
い
〕
(
喜
望
自
民
'
『
・
2
8
)
》
と
い
う
司
字
は
、
字
音
の
連
結
(
連
声
)
だ
け
で
あ
る
。

ヴ
ェ
ー
ダ
は
《
こ
の
生
き
物
を
殺
す
V
H
成
長
(
発
展
、
繁
栄
)
を
殺
し
《
友
を
裏
切
る
人
の
救
い
》
の
た
め
に
な
ら
な
い

H
拠
所

と
な
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
《
ま
た
奉
祭
し
て
き
た
火
》
と
は
、
ま
た
火
を
奉
祭
し
で
も
、
三
種
の
悪
行
と
い

う
悪
に
よ
っ
て
、
悪
心
を
懐
き
行
い
悪
し
き
人
を
救
わ
な
い
、
護
ら
な
い
。
」
(
回
目
阿
君
自
-
立
・
守
盟
国
同

民
g
z
E
2
4
R
u
g
-
s
a早

回
巳
g
e
u
出
国
由
同
V
V
酌
器
T
V
同
岡
田
。
4
E
芯
何
回
目
'
m
H
M
m
w
g
w
g
E
B
宗
け
回
目
門
E
H
H
ロ
。
(
〈
旦
ム
己
σ
σ
F
5
0
)

ロ由民話回白4申島町同ロmW4FMFO凹
U4EU何回同リ『9σF白目
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4
8
t
b阻
止
朴
容

5
0
Z召
E
E
w
w
g町
立
問
答
。

-
E
E
a
s。
g
m
m
m
z
m
m
m
M
g
吉
江
口
佐
官
平
丘

a
gロ
ユ
ロ
ロ
ロ
母
体
阻
ま
窓
口
同
国
間
'
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色。由回目島冨同州

H
B宮
E
E
B目
白
官
官
一
吋

g召
E
S
U可思
E
E
F
E
E
-
向、(与)・

2
・8
∞EO)
・

と
。
「
成
長
を
殺
す
」
と
は
「
生
き
物
を
殺
す
」
の
で
あ
る
。
こ
こ
は
菩
薩
(
回
目
凶
骨
正
巳
E
龍
王
)

が
ヴ
ェ
ー
ダ
と
バ
ラ
モ
ン
と
供
犠
を

讃
美
す
る
弟
(
旨
王
宮
龍
)
を
論
破
す
る
文
脈
で
あ
る
。

ゲ}同岱

HMm何
回
口
の
用
例

B
生
き
物
を
殺
す
H

成
長
(
発
展
、
繁
栄
)
を
殺
し
限
界
(
規
制
)
を
設
け
る

『
中
部
経
典
(
民
主
~
丈
き
や
お
札
古
河
門
刷
、
ミ
・
)
』
第
百
経
に
は
、
世
尊
を
生
き
物
を
殺
す
者

(
F
O
E
E
E
)
と
呼
ん
で
非
難
す
る
マ

1
ガ
ン

デ
ィ
ヤ

(
H
M
)
と
い
う
遊
行
者
(
冨
酌
官
ロ
企
ヨ

同xw一江ぴぴ同』同】同釦)

の
言
葉
が
あ
る
。
彼
は
パ

l
ラ
ド
ヴ
ァ

l
ジ
ャ
・
バ
ラ
モ
ン
の
聖
火

堂
(
田
明
身
骨
釦
)
に
、
沙
門
ゴ

l
タ
マ
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
と
い
う
草
の
敷
物
を
見
て
、
こ
う
言
う
。

A
v
g円
デ
岳
泣
何
回
記
官

4amw
ぴ
Fo
∞rm円
州
出
守
主
回
白
色
内
宮
田
町
世

gmwmwBmwwm凶
但
宮
田
田
山
ぴ

FO件
。
。
。

E
E
S
E
-》
V勧回附
T
V回
目
。
田
昌
吋

mw自

主
合
国
仰
居
間
同
二
日
・
(
ミ
-
H

・8
N
E
I
E
)

「
「
あ
あ
、
君
、
パ

l
ラ
ド
ヴ
ァ

l
ジ
ャ
ょ
。
見
て
悪
い
も
の
を
見
ま
し
た
。
我
々
は
生
き
物
を
殺

す
者
一
か
の
尊
者
ゴ

1
タ
マ
の
座
所
を
見
た
の
で
す
。
」
と
。
「

バ
ラ
モ
ン
は
彼
を
た
し
な
め
る
が
、
彼
は
言
、
っ
。

m
m
w
B
B
E
E
5
8
立

BmwmEH
ぴ
宮
回
目
戸
川
可
向
島
4ー
と
釦
冨
恒
ぴ
同
岡
山
4自
民
釦
告
の

ossmH官
官
切
由
。
『
可

m
E
F
E
B
Bロ
wymH1
ロ
記
官

g
p司
m回目印一
dMVESEV凶
器

B
S。
。
♀

85wt-SHH同
E
g
m
E
Z
一
0
4
2
L
Z
2
E
g
o
s
z司
民
・
(
出
向
山
・
8

N
早
田
)
「
「
君

パ
I
ラ
ド
ヴ
ァ

l
ジ
ャ
ょ
。
た
と
い
、
我
々
が
か
の
尊
者
ゴ

l
タ
マ
に
面
と
向
か
っ
て
会
っ
て
も
、
面
と
向
か
っ
て
彼
に
「
生
き
物

を
殺
す
者
だ
。
沙
門
ゴ

l
タ
マ
は
」
と
言
い
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
な
ぜ
な
ら
我
々
の
経
典
に
そ
う
出
て
い
る
か
ら
で
す
」

と。』

世
尊
は
天
耳
を
も
っ
て
そ
の
会
話
を
聞
い
て
、
そ
こ
に
や
っ
て
き
て
、

M
に
語
る
。

示。

ωwwv己
告

WHg
昌

mwmmwO向日目百円
S
P門川町
E
H
H
H
B宮
E
E
S
H官
品
宮

a
g
B
Bロ
【
泣
け
印
字
冨
召
、
吋
旦
v
m
m
m
g胆
国
包
含
己
記
官
官

2
2
H

E
存
E
E
H叫
凶
器
召

-4EE予
宮
田

g

g

g
召
g
s
u面
白

5
5
5
m
H恒
常
国

E
F
E
S
E
g
o
E
H官
嵩

8
8全
吉
田
伊
豆
E
3

vvm即時
g
g
h
d
v皆
5
・Vロ
E
B
B
l
o
C
O
S
H
E
W
3
丘・(出向

-H・8
ω
E∞)『「
M
ょ
。
眼
は
色
を
楽
し
む
処
と
し
色
を
好
み
色
を
喜
ぶ
。

そ
れ
は
如
来
に
あ
っ
て
は
調
え
ら
れ
、
{
寸
ら
れ
、
護
ら
れ
、
慎
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
を
慎
む
(
抑
制
す
る
)
た
め
に
法
を

割
引

d
1副
引
叫
闘
副
司
副

Z
Z
Z出
副
割
引
副
司
司
割
引
凶
創
刊
州
割
引
『
)

辰巳
ω品。
4
m
w
F
O
M
}
m
w
H
g
B
P
E
H
O
C
O
E
B
P
田山口島町

mwusσvmEE恒一
d
v酌
国
守
回
同
国
国
回
目
白
判
。
。
。

S
E
R
E
-
J門担岡村岡庄田
E
V
Sロサ

国
司
白
目
宮
ロ
。
田
己
件
。
。

g
E岱
ョ
民
・

(
h
h
・H
・8ω
冨
巴
)
『
〔
M
は
い
う
〕
「
し
か
し
ね
、
君
ゴ

l
タ
マ
よ
。
ま
さ
に
こ
の
こ
と
に
関
し
て

私
は
「
生
き
物
を
殺
す
者
、
だ
。
沙
門
ゴ

l
タ
マ
は
」
と
言
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
な
ぜ
な
ら
我
々
の
経
典
に
そ
う
出
て
い

る
か
ら
で
す
」
と
。
』

世
尊
は
さ
ら
に
、

「
M
ょ
。
耳
は
声
(
音
)
を
楽
し
む
処
と
し
声
を
好
み
声
を
喜
ぶ
。

。
。
」
(
。
は
上
の
訳
の
下
線
部
の
反
復
)

「
M
ょ
。
鼻
は
香
(
匂
い
)
を
楽
し
む
処
と
し
香
を
好
み
香
を
喜
ぶ
。

殺生か禁欲か(村上)

「
M
ょ
。
舌
は
味
を
楽
し
む
処
と
し
味
を
好
み
味
を
喜
ぶ
。

「
M
よ
0

・
身
は
触
(
触
れ
る
も
の
)
を
楽
し
む
処
と
し
触
を
好
み
触
を
喜
ぶ
。

「
M
ょ
。
意
は
法
(
意
識
の
対
象
)
を
楽
し
む
処
と
し
法
を
好
み
法
を
喜
ぶ
。

と
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
丈
を
述
べ
る
。
そ
の
度
毎
に

M
も
同
文
を
繰
り
返
す
。
こ
こ
ま
で
は
水
掛
け
論
の
応
答

で
あ
る
が
、
次
い
で
世
尊
は
欲
望
の
追
求
よ
り
も
、
欲
望
を
離
れ
た
平
静
な
悟
り
の
境
地
(
浬
般
市
)
こ
そ
が
最
上
の
楽
で
あ
る
と
、
誇
々
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と
説
く
と
、
遂
に

M
は
納
得
し
驚
嘆
し
て
、
世
尊
の
許
で
出
家
し
具
足
戒
を
受
け
、
程
な
く
し
て
阿
羅
漢
と
な
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
で
は

48 

文
字
通
り
の
「
生
き
物
を
殺
す
者
」
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
そ
の
比
輪
的
な
意
味
で
あ
ろ
う
。
干
潟
龍
祥
(
『
南
伝
』

H
0
・
MYE。
)
は
、

「
世
間
破
壊
者
」
と
訳
し
、
片
山
一
良
(
『
中
部
(
マ
ッ
ジ
マ
ニ
カ
I
ヤ
)
中
分
五
十
経
篇
I
』
大
蔵
出
版
、
同
。

sw
同】・

24)
も
浪
花
宣
明

(
『
中
部
経
典

E』
、
春
秋
社
、

MWOE-MM・島
H
)

も
「
破
壊
者
」
と
訳
し
て
い
る
が
、
そ
の
意
味
は
あ
ま
り
明
解
で
は
な
い
。

漢
訳
一
塵
曇
僧
伽
提
婆
訳
『
中
阿
含
」
巻
認
(
印
)
嶺
閑
提
経
、
同

4・H
・20v'n)
に
は
、
壊
敗
地

(@40VH4)
ま
た
は
敗
壊
地

(aSF盟
J

ロ
目
)
と
あ
る
。
こ
れ
は

VV昔
話
E

を

σF同
日
中
(
地
)
と
読
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
間
題
は
、
「
ミ
リ
ン
ダ
王
の
聞
い
」

(民一匹目宮内出。
.MMG
ぬ言、

誌
や
)

王
が

(
浬
繋
)
は
苦
と
混
じ
っ
て
い
る
」
と
言
う
論
題
の
中
で
取
り
上
げ
る
。

「
悟
り
の
境
地

に
お
い
て
も
、

『
「
あ
な
た
は
、
か
の
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
の
拡
張
を
殺
し
、
損
じ
、
断
ち
、
切
り
、
妨
げ
、
抑
え
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
身

も
苦
し
め
ら
れ
る
。
心
も
苦
し
め
ら
れ
る
。
身
が
苦
し
め
ら
れ
る
と
身
の
苦
し
み
の
感
受
を
感
じ
る
。
心
が
苦
し
め
ら
れ
る
と
心
の

苦
し
み
の
感
受
を
感
じ
る
。

マ
l
ガ
ン
デ
イ
ヤ
遊
行
者
も
世
尊
を
非
難
し
て
、
こ
う
ヰ
一
一
口
っ
た
で
は
な
い
か
。
「
生
き
物
を
殺
す
者
だ
。

沙
門
ゴ

l
タ
マ
は
」
と
。
こ
れ
が
、
何
の
理
由
で
「
浬
繋
は
苦
と
混
じ
っ
て
い
る
」
と
私
が
言
う
の
か
と
い
う
そ
の
理
由
で
す
」
。
』

(
4
5
Z
S担
n品
EHEos-mvE旦時
4
E
M
E
M
E
-
B
B
S
E
E
E
B
V自
己

Z
石
各
自
己

vp
ロ
E
E
m
F釦
戸
若
宮

n
E
E
a
v
p

自由門出

gpmEロ唱
m
B
E
E
p
m
-
J
E
E
E
3
1富
島
昌
吉

p
n苦
回
目
立
宮
比
一

S
3
m
p
E宮
古

E
E
S
E
-
w
m
E
E
F
E・40島
自
由
恒

4 

長
'<l 
m 

g. 

dS 
u 

~. 
S 
苦
g 
g 

E 
ム

B 
$l> 

a g 
.g 

p.. 
同
ミ4
m 
~ 

z s 
区釦

m
g岳
M
『

O
立
宮
江
吾
川

C
m
w
o
E品
釦

4
8
E哲

m官母
昏

g
宮

g。(宙
ω
E足E凶J)
君3釦
包
飽
普
H5岱与6svE酌宮骨冨包
.vz'

E
『
自

0gロ釦与σ品
E
仇正邑
v害v帥ロ

s釦s含
寄
宮
ロ
E岱包田盟由

s良w3J酔丘FF.
回足h邑払芯N
.

日
ω昌
目
白
内
)

こ
れ
に
対
し
て
ナ
l
ガ
セ

l
ナ
尊
者
は
、
「
浬
繋
は
苦
と
混
じ
っ
て
は
い
な
い
。
浬
繋
は
一
向
に
楽
だ
け
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
浬
繋
を
証

得
す
る
前
段
階
(
吉

VEEVVMH宮
)
が
そ
う
で
あ
る

(
H
苦
と
混
じ
っ
て
い
る
こ
と
答
え
て
い
る
(
ミ
ロ
・

ωEE)。

ブ
ツ
ダ
ゴ

l
サ
(
回
口

E
w
g
m
Z
E、
五
世
紀
初
頭
)

の
註
釈
(
宮
、
急

n
g
E
C
E足
〉
)
は
、
こ
う
い
う
。

『
《
生
き
物
を
殺
す
者
》
と
は
、
成
長
(
発
展
、
繁
栄
)
を
殺
し
限
界
(
規
制
)
を
設
け
る
。
な
ぜ
そ
う
言
う
の
か
。
な
ぜ
な
ら
、
〔
眼
・
耳

-
鼻
・
舌
・
身
・
意
の
〕
六
つ
の
門
(
六
感
官
)
に
お
い
て
発
展
す
る
智
慧
が
あ
り
、
ま
た
〔
そ
う
い
う
〕
所
見
を
も
っ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
彼
の
所
見
は
こ
う
で
あ
る
。
眼
(
視
覚
)
は
拡
張
さ
せ
る
べ
き
で
あ
り
、
発
展
さ
せ
る
べ
き
で
あ
り
、
見
え
な

い
も
の
は
見
る
べ
き
で
あ
り
、
見
え
た
も
の
は
超
え
る
べ
き
で
あ
る
。
耳
(
聴
覚
)
は
拡
張
さ
せ
る
べ
き
で
あ
り
、
発
展
さ
せ
る
べ
き

で
あ
り
、
聞
こ
え
な
い
も
の
は
聞
く
べ
き
で
あ
り
、
聞
こ
え
た
も
の
は
超
え
る
べ
き
で
あ
る
。
鼻
(
嘆
覚
)
は
拡
張
さ
せ
る
べ
き
で
あ

り
、
発
展
さ
せ
る
べ
き
で
あ
り
、
嘆
が
れ
な
い
も
の
は
嘆
ぐ
べ
き
で
あ
り
、
喚
が
れ
た
も
の
は
超
え
る
べ
き
で
あ
る
。
舌
(
味
覚
)
は

拡
張
さ
せ
る
べ
き
で
あ
り
、
発
展
さ
せ
る
べ
き
で
あ
り
、
味
わ
わ
な
い
も
の
は
味
わ
う
べ
き
で
あ
り
、
味
わ
っ
た
も
の
は
超
え
る
べ

き
で
あ
る
。
身
(
身
体
感
覚
、
触
覚
)
は
拡
張
さ
せ
る
べ
き
で
あ
り
、
発
展
さ
せ
る
べ
き
で
あ
り
、
触
れ
な
い
も
の
は
触
れ
る
べ
き
で

あ
り
、
触
れ
た
も
の
は
超
え
る
べ
き
で
あ
る
。
意
(
意
識
)
は
拡
張
さ
せ
る
べ
き
で
あ
り
、
発
展
さ
せ
る
べ
き
で
あ
り
、
認
識
さ
れ
な

い
も
の
は
認
識
す
べ
き
で
あ
り
、
認
識
し
た
も
の
は
超
え
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
彼
は
六
つ
の
門
(
六
感
官
)
に
お
い
て
発
展

殺生か禁欲か(村上)

を
設
定
す
る
。
』
(
臣
官

5

5。
丘
宮
一
宮
自
主

E
E
目
立

Z
E
E百
件
g
g
-
F回目帥
m
g日
記

g
Z
E
E
-
4
3
2
4
9在
午

冒
険
宮
司
自
己
主
昏
野
田
立
問
・
司
自
制

H
E
E回国
m-包
一
色
骨
叫
ピ
白
鳥

E
E
V
z
z
z
v
E
H官
4
&舎骨骨
mvE恒
佐
一
在
福
岡
恒

E
E
E
E
σ
z
e
w

e骨骨一
v
g
E自
己
保

E
R
E
F
S
-
由。

g
z
z
z
S
5
8
4図
書
草
与
百
ヂ
盟
国
富
担
由
。

E
5
5・由巳
g
s
E
E
w
w
g
g
v
v
g
-

mv宮
自
恒
宵

FBmvσ
官官

49仏
舎
$
与
宮
予

mmmv豊
富
信
事
豊
富

vvm同
?
ち
畳
一
百
世
田
回
目
白
骨
停

wa旦
gvva官・守一
E
V
B官
官
事
同

S
怠

v
o
g
z
p
g豊
富
世
田
空

gvvgu
田
豊
富
世
田
釦
居
住

W
W
2
5
5
2・
E
3
5
v
a与
v
o
g魯
E
白

FEZ-8官
事
SH

害出国仲

Egvvgw事
口
容
吉
長
田
釦
自
在
寄

g
広
島

vg-
回
目
。
可
喜
四

E
5
0
4
a嘗
EFEZ-
包
法
律
2
4
U臣
官
事

g
w母
国
辞
書

E自
主

F
R
E一zveg-国
語
自
由
。
ロ
宮
田
区
内
同
司
阻

H
O
E
S
4色
骨
官
官
患
者
四
位
・
足
〉
・
国
・
出
回

Ea)
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『
し
か
し
世
尊
は
〔
い
う
〕
0

「
眼
に
よ
っ
て
慎
む
の
は
よ
ろ
し
い
。
耳
に
よ
っ
て
慎
む
の
は
よ
ろ
し
い
。

50 

鼻
に
よ
っ
て
慎
む
の
は
よ
ろ
し
い
。
舌
に
よ
っ
て
慎
む
の
は
よ
ろ
し
い
。

(
N
V
F
ω

き
)

身
に
よ
っ
て
慎
む
の
は
よ
ろ
し
い
。
語
に
よ
っ
て
慎
む
の
は
よ
ろ
し
い
。

意
に
よ
っ
て
慎
む
の
は
よ
ろ
し
い
。
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
慎
む
の
は
よ
ろ
し
い
。

あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
慎
む
比
正
は
、
あ
ら
ゆ
る
苦
か
ら
解
脱
す
る
」

S
F・8H)

と
。
六
つ
の
門
に
お
い
て
慎
む
こ
と

抑
制

「
沙
門
ゴ

l
タ
マ
は
発
展

を
殺
し
、
限

(
繁
栄
)

を
設
定
す
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
彼
は

界
規
制
を
設
定
す
る
」
と
思
っ
て
、
「
生
き
物
を
殺
す
者
だ
」
と
言
っ
た
。
」

(
富
田
町
君
主
自
白
一
1
3
1
ι
R
P

耳
E
E
E恒
-4号
。
国
包

E
W由同
a
H
5
0窓
口
釦
田
山
恒

4向。一

。
E
S
S
E雪
量
O
B
F
F
由
同
島

ε守何回同吉田田岡村岡
4R0・
(bv・80)

同

h
q
g同国釦一召
4釦
『
。
田
邑

F
F
田脚色何回口

4劃
SM可知回問者
g
g
一

富山一ロ釦柏町四国釦足当印『。田川包一

FF国即島一町出国釦
-σゲ
mE聞岡田田山必需田
gu

∞
与
吉
正

5
2召
4EOぴ吋岡山
W
F
F
S
σ
Z
E音
F
E吉
田
口
口

g
岱ご位・

(bv・ωE)

。
H
M
g
g
T勘
5
2
8召
」
刊
号
釦
同
官
官
険
勧
告

s
r
g
m
B
m
w
g
J
i円首位
EVaoEBgvoCOZHHHOBmHqm包
mwtEEWえ
丘

自

mwm勧
告
出
陣

HHO

J
F
E
m
-阿
E
gよ
帥
何
回
白
・
』
主
・
国
・
出
H
M令
官
)

こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
ダ
ン
マ
パ

i
ラ
(
U
Y
釦
5
5者
包
P

護
法
、
六
世
紀
頃
)
が
著
し
た
と
い
う
複
註
肘
宮

a
s号、
Q
E
S
E

(SEal-hkp旬
宮
)
が
あ
っ
て
、
次
の
よ
う
に
一
言
う
。

『
「
生
き
物
」
(
ゲ

FEg)
と
は
成
長
(
発
展
)
し
た
も
の
と
言
わ
れ
る
。
そ
れ
を
殺
す
と
い
う
の
で
、
生
物
を
殺
す
者
で
あ
る
。
そ

れ
で
「
発
展
(
生
長
)
を
殺
し
た
者
」
と
い
う
。
そ
し
て
こ
の
者

(
M
)
は
眼
な
ど
に
お
い
て
慎
む
こ
と

(
抑
制
)
を
規
定
す
る
・
そ

の
こ
と
は
発
展
(
生
長
)
を
殺
す
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。
そ
れ
で
「
限
界
規
制
を
設
定
す
る
」
と
い
う
。
「
拡
張
す
べ
き
で
あ
り
」

と
は
、
広
大
な
対
象
領
域
を
も
た
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
発
展
さ
せ
る
べ
き
で
あ
り
、
満
足
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
こ

と
は
経
験
さ
れ
な
い
こ
と
は
経
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
〔
可
能
〕

で
あ
る
、
と
い
う
の
で
、
「
見
え
な
い
も
の
は
見
る
べ
き
で
あ

り
」
と
言
う
。
そ
し
て
経
験
さ
れ
た
こ
と
は
取
り
下
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
、
と
い
う
わ
け
で
、
「
見
え
た
も
の
は
超
え
る
べ
き
で
あ

る
」
と
言
わ
れ
た
。
そ
の
他
の
場
合
に
お
い
て
も
同
じ
こ
の
趣
旨
で
あ
る
o
』
(
田
町
皆

E
層

4
5
g
t
g怠
E仲
間
信

wgHHHFB町
民

害
I
S
m
-
E
5・斗
O
B
E
-
-
E
E
-
S
E
E
Bよ
・
ロ
右
官
民
吉
岡
恒
口
白
寄

E
島田

5
8
4
3
E
t昏
官

5
5
2
E
E
V
8
8
5
5
m
p
t

宮
民
・

J
F
E
v
t
s
E
Z
E
z
w釦
g
w
g乱
ョ
民

-
F
S
Z
m
g
e
s
t
回日間

EE武
器
三
宮

E
2
5
4
A舎
巾

E
5
8
Z
O
B
E
5
8・
臣
官

宮

E
8
8
5
E
S
E
V
E
S
S
E
E
E
Z
E
S
E
2
F
E官
E
F
E
E
5
2
3
巴
・
旨

S
E
E
H官
官

5
8
8同
Z
H
Z。
口
氏

g
?

g
B£
広
島
岡
盟
国

E
E
m丘
E
S
E
E
m
v
v
g
J
r
m
g釦
占
間
宮
田
口

12woSEMa--hk曲
・
宮
君
、
〈
民

-M-MCω)

こ
の
ゲ

VO口
問
(
生
き
物
)
と
は
⑤
守
守
ぬ
き
(
胎
児
、
匹
)
に
対
応
す
る
と
し
て
も
、
胎
児
を
思
わ
せ
る
表
現
が
な
い
。
こ
の
複
註
は

VV骨
5

を
過
去
分
調
4
9
仏
舎
詐
凶
(
成
長
・
発
展
し
た
)
と
解
し
て
い
る
か
ら
、

σ}岡
田
宮
(
有
っ
た
、
生
じ
た
、
成
長
し
た
、
発
展
し
た
、
生
き
物
)

と
同
語
と
見
た
の
で
あ
る
。

四

ゲ

F
Uロ
mwJσFAMDm'Fm凶品い
myaFmの
の
岱

成
長
(
発
展
、
繁
栄
、
希
望
、

い
の
ち
、
生
き
物
)
を
殺
す

殺生か禁欲か(村上)

更
に
類
例
を
考
え
て
み
よ
う
。
ピ
ル
マ
第
六
結
集
版
三
蔵
の
電
子
仏
典
(
の
冨
怠
宮
内
凶

mgm同
司
自
白
の
ロ
向
。
冨
H
の
∞
の
ロ
)
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
宮
吾
一
¥
言
若
者

-RZEwm同・
2m¥由
。
向
島
で
検
索
す
る
と
、
ゲ
阿
阿
国
国
内
マ
は
ず

F
E
M
E回
(
5
5・
名
詞
・
)
と
も
用
い
ら
れ
、

σFUロ釦
EV己
の

外
に
も
ず
何
回
回
出
向

WEV旦
釦

(Q&・)u
日】同岡田ロ

mwaysg(ロ
・
)
と
い
う
複
合
語
も
あ
る
。
国
主
釦
(
殺
さ
れ
た
、
害
さ
れ
た
)

は
語
根
久
炉
問
ロ
(
殺
す
、

害
す
る
)

の
過
去
分
詞
、

E
S
(殺
す
、
害
す
る
)
も
を
自
か
ら
派
生
す
る
。
ま
ず
喜
吉
与
を
の
例
を
見
ょ
う
。
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『
ジ
ャ

l
タ
カ
』

Z
0・ωω
∞
(
の
己
宮
島
何
回
白
BBmw可
也
田
斗
・
ャ
ω)
で
は
、
マ
ハ

l
パ
タ

l
パ

(の

B
E
)
に
生
ま
れ
た
王
子

(
E
B
E
E
F
ダ
意
志
が
生
後
七
箇
月
の
時
、
子
を
遊
ば
せ
て
い
た
妃
は
、
王
が
や
っ
て
来
て
も
立

ミ

1
9
l
j

(呂田
F
帥
宮

g唱
p
-大
光
輝
)
王
の
第
一
王
妃

52 

た
な
か
っ
た
o

そ
れ
に
怒
っ
た
王
は
、
処
刑
人
に
命
じ
て
、
幼
児
の
手
を
切
り
、
足
を
切
り
、
首
を
切
り
、
死
骸
を
万
で
切
り
刻
ま
せ
る
。

子
の
助
命
を
哀
願
し
続
け
た
妃
は
嘆
き
悲
し
み
心
臓
が
破
れ
て
死
ぬ
。
妃
の
言
葉
に
い
わ
く

〉
Z
5
0
4
m
吉田仲
B
V
V百回
m
-
V
E
P
5
8。
富
山

F
S
E
S
S
E
一

国
E
H何回
B
E凶
g
z
u
v
m
5
5
8
m同
E
H
H
Y
F
E
F
0
5
0
門
戸
雪
印
ロ
宮
島
o
z
t
(九
回

-H4@ME)

ハ
マ
!
パ
タ

i
パ

そ

こ

私
だ
け
が
、
大
光
輝
王
様
の
ご
機
嫌
を
損
ね
た
落
ち
度
が
あ
る
も
の
で
す
。

ダ
ン
マ
パ

l
ラ

こ
の
護
法
〔
王
子
〕
を
放
し
て
下
さ
い
。
王
様
。
私
だ
け
の
手
を
切
っ
て
下
さ
い
。

'
.
 

，Mヅ7
.

λ

M

ヅγ
 

出品円
F
S
O
仏
雪
印

n
F
a
o
E
丘
(
九
回
・

5
0足
)

。
。
ク
。
私
だ
け
の
足
を
切
っ
て
下
さ
い
。

ゐ

'

'

・

ん

/

i

'

j
 

印
刷

EHHMBO
島
雪
印

n
r
o
p
E
E
(九
回
・

Mmw
。Eω)
ク
。
ク
o

王
様
。
私
だ
け
の
首
を
切
っ
て
下
さ
い
。

と
(
ク
は
同
文
句
省
略
)
。
従
前
の
和
訳
者
も
同
じ
よ
う
な
解
釈
を
し
て
い
討
。
註
釈
は
い
う
。

『
そ
こ
で
《
落
ち
度
が
あ
る
〉
と
は
過
失
が
あ
る
。
あ
な
た
を
見
て
も
立
ち
上
が
ら
な
い
落
ち
度
を
犯
し
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

〔
備
の
舌
包
志
の
代
わ
り
に
〕
吉
田
停
仰
と
い
う
読
み
も
あ
る
が
、
同
じ
こ
の
意
味
で
あ
る
。
《
ご
機
嫌
を
距
ね
た
》
と
は
、
損
ね

ら
れ
た
ご
機
嫌
を
向
け
ら
れ
る
H

お
気
の
向
く
と
こ
ろ
を
駄
目
に
し
た
(
発
展
を
殺
し
た
)
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
《
落
ち
度
が
あ

る
〉
と
い
う
語
句
と
結
び
付
け
る
べ
き
で
あ
る
o

わ
た
し
は
が
松
野
ハ
王
様
に
罪
を
犯
し
ま
し
た
o

こ
の
子
〔
が
罪
を
犯
し
た
の
〕

で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
o

で
す
か
ら
罪
の
な
い
こ
の
子
H

ダ
態
釘
ラ
〔
王
子
〕
を
放
し
て
下
さ
い
o

若
し
も
両
手
を
切
ら
せ
た
い
と
お
望

み
で
し
た
ら
、
王
様
、
落
ち
度
を
犯
し
た
私
の
両
手
を
切
ら
せ
て
下
さ
い
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
o
』
立
与
F
E
Z弘
司
釦
丘
仏
-O
国
持
少

E
B
F
E出
国
司
釦
白
ロ
ロ
注
目
凶
乱
g
居間ロ
mw
母国
mEWmw丘
WMH
江
主
任
。
.
R
U
同
EWmqt切
片

岡

】

3HMouamB04州代砕け
HH0・国岬困酌
E
T
F
E削
即
位

Fmg'ぴ}戸口ロ少

z
z
a
g左
H
E
Z
S
0・
E

B
。
t
s
S
E
E
a
Z
3
t
官
営
E

三巾
E
5
8・E
M
g
s
g
o
豆
島
s
a
s盟
国
問
者
向
脚
色
町
m
E
E江
戸

ロ
hq間同省】門戸同宮川町
O
L
S
B帥
ロ
可
者
向
包
Vmw一恒
2
2
H
E
-品
目
叫
M
B固い
p
g
g
u
Z
B
B
m哲
也
田
予

z
g
宮
町
三
F
O
ロv
a
s
g
c
k
m
F
5
9
色。国間

s
E丘
一
百
可
如
何
回
巴
F
2
5
b
s
p
n
v
a
o
y邑
唱
E
H
a
F回
mEF0・m
h

(

〉
)
・
回

-H4mwHEω)

と
。
こ
こ
の
国
『
骨
量
仕
草
釦
(
き
さ
・
勾
・
刊
)
と
は
、
こ
こ
の
文
脈
か
ら
考
え
る
と
、
王
様
の
「
ご
機
嫌
を
損
ね
た
」
〔
女
〕
と
い
う
意

味
に
違
い
な
い
。

ま
た
註
釈
に
挙
げ
る
そ
の
同
意
語
吋
HEm-4己
主
E
(発
展
を
殺
し
た
)
と
は
、

「
お
気
の
向
く
と
こ
ろ

王
の

ご
機

嫌
)
を
損
ね
た
」

王
妃
が
子
を
遊
ば
せ
て
い
て
立
た
な
か
っ
た
の
に
、

王
が
怒
る
箇
所
に
は

と
い
う
ほ
ど
の
意
味
と
思
わ
れ
る
。

『
彼
(
王
)
は
考
え
た
。
「
こ
の
女
は
今
で
も
も
う
先
ず
子
に
頼
っ
て
慢
心
を
懐
き
、
わ
し
を
何
と
も
思
わ
な
い
。
さ
ら
に
子
が
生

長
す
れ
ば
、
わ
し
に
対
し
て
、
人
と
い
う
想
い
さ
え
持
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
今
こ
そ
そ
の
〔
子
〕
を
殺
さ
せ
よ
う
」
と
』

(∞。ロ宮
g
a

ぽ吉岡何
H丘
宮
-
雪
印

g
g
M
}己
ZH恒
ロ
岡
田
白
身
回
目
官
民
官

W田
Hop
自
主
回
一
E
回
目
広

a
g
B包
E
F
苦
言
宮
回
目

4主
宰
g
g
s
a昨

(
み
)
・
国
・
=
∞
E
I邑
)

ぜ恒一ロ
d
g
o
J仲
立
国
mwDD回一召ロ
mww間
宮
S
F
丘町宮代田
4ω
ロ
印
伝

m何回川岸田国田帥同町民・向、

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
王
妃
が
王
の
機
嫌
を
損
じ
た
と
い
う
の
で
あ
り
、
短
慮
な
王
の
心
の
動
き
が
示
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
王
様
の

「
ご
機
嫌
を
損
ね
た
」
と
い
う
の
は
、
王
の
将
来
に
向
か
っ
て
の
明
る
い
気
分
・
希
望
・
願
望
を
害
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
註

釈
に
い
う
「
発
展
を
殺
し
た
」

(
E
g
a
4己
主
E
)
の
意
味
で
あ
る
。
こ
こ
の
文
脈
で
は
王
妃
が
「
胎
児
殺
し
」
で
あ
る
と
か
、
「
生
き
物

殺生か禁欲か(村上)

を
殺
す
」
と
い
う
意
味
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
こ
で
惨
殺
さ
れ
た
王
子
が
仏
の
前
生
の
菩
薩
で
あ
る
と
い
う
。
菩
薩
は
一
語
も
発
せ
ず
、

罪
が
な
い
の
に
無
惨
に
殺
さ
れ
た
と
い
う
。

な
お
本
来
の
聖
典
『
ジ
ャ

l
タ
カ
』

は
、
韻
文
の
み
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
散
丈
部
(
註

釈
)
な
し
に
は
、

話
の
筋
も
分
か
ら
な
い
。
今
は
話
の
筋
も
韻
文
部
と
と
も
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
も
の
と
想
定
し
て
、

そ
の
文
脈
に
沿
っ

て
、
難
解
な
語
句
の
解
釈
を
試
み
て
い
る
の
で
あ
る
。

(バ

F
E
g
-
-
u
z
m
)
版
『
ジ
ャ
l
タ
カ
』

Z
。・

5
「
カ
ン
ダ
ハ
l
ラ
祭
官
本
生
」
(
出
由
主
任
包
苧
)
は
、
ま
版
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(
H
ピ
ル
マ
版
)

で
は
、
「
チ
ャ
ン
ダ
王
子
本
生
」

(Z0・E
串

。
自
皆
吉
田
帥
円
主
・
)
と
い
う
。
前
者
は
デ
l
ヴ
ア
ダ
ツ
タ
の
前
生
名
、
後

54 

者
は
仏
の
前
生
名
を
題
名
に
し
た
の
で
あ
る
。

バ
ラ
モ
ン
祭
官
(
酉

g
主
任
問
即
日
田
)
が
不
正
な
裁
判
で
私
腹
を
肥
や
し
て
い
た
が
、
不
当
に
敗
訴
し
た
男
の
裁
判
を
王
子
(
の

S
E
U

月
)
が
是
正
し
て
大
衆
の
喝
来
を
受
け
た
。
以
後
、
父
王
(
回

E
E吋削
CmF
王

は
王
子
に
裁
判
を
任
せ
た
の
で
、
祭
官
は
収
入
が
絶
え

て
王
子
を
恨
む
。
王
は
夢
に
三
十
三
天
の
美
景
を
夢
に
見
て
天
に
行
き
た
く
な
り
、
そ
の
方
法
を
祭
官
に
問
う
。
そ
の
答
え
は
息
女
達
・

王
妃
達
・
町
人
達

(E官
HE)
・
牡
午
達
を
各
四
人
(
頭
)
ず
つ
犠
牲
に
供
え
よ
と
い
う
。
祭
官
は
域
外
に
犠
牲
の
穴
(
ヨ

BIb-ぶ
同
)

を
掘
ら
せ
る
。
王
は
犠
牲
に
捧
げ
る
息
子
達
、
王
女
達
、
王
妃
達
、
長
者
(
家
主
)
達
を
呼
び
集
め
、
象
達
、
馬
達
、
牡
牛
達
を
連
れ
て

来
さ
せ
る
。
王
の
母
も
父
も
供
犠
を
止
め
さ
せ
よ
う
と
す
る
が
、
王
を
説
得
出
来
な
い
。
王
子
が
自
分
達
を
殺
さ
な
い
で
祭
官
に
奴
隷
と

し
て
与
え
よ
、
と
父
王
に
訴
え
る
と
、
王
は
皆
を
一
旦
は
解
放
す
る
。
祭
官
が
怒
っ
て
王
を
た
し
な
め
る
と
、
玉
は
再
度
子
達
を
捕
ら
え

さ
せ
る
。
再
び
王
子
が
父
を
諭
し
て
嘆
願
す
る
と
王
は
再
び
王
子
達
を
解
放
し
た
。
ま
た
祭
官
に
迫
ら
れ
て
王
は
三
度
皆
を
捕
ら
え
さ
せ

る
。
も
う
王
子
も
王
を
説
得
出
来
な
い
。
王
子
は
自
分
の
妻
達
に
哀
願
さ
せ
、
ま
た
妹
(
∞
己
勘
)
も
嘆
く
が
、
王
は
聞
き
入
れ
な
い
。
王

子
の
息
子
(
気
師
団
己
白
)
が
泣
い
て
訴
え
る
と
、
王
は
一
旦
は
供
犠
を
止
め
よ
う
と
言
っ
た
も
の
の
、
祭
官
に
叱
ら
れ
て
ま
た
も
王
子
達
を

捕
ら
え
さ
せ
る
。
祭
官
は
王
を
菅
と
と
も
に
犠
牲
の
穴
に
向
か
わ
せ
、
菩
薩
(
の
自
島
田
王
子
)

は
犠
牲
の
穴
に
連
れ
て
行
か
れ
る
。
そ
の

母

(
c
o
g
B
H
王
妃
)

は
泣
い
て
訴
え
、
祭
官
を
非
難
し
、
菩
薩
は
穴
の
中
で
父
に
助
命
を
乞
う
が
、
聞
き
入
れ
ら
れ
な
い
。
王
子
の
第

一
妃
(
の

E
ロ
島
問
)
が
泣
い
て
訴
え
る
が
、
夫
の
助
命
は
叶
わ
な
い
。
祭
官
が
王
子
を
坐
ら
せ
剣
を
と
っ
て
そ
の
首
を
切
ろ
う
と
立
つ
の

を
見
て
、
妃
は
自
分
の
真
実
の
力
を
も
っ
て
夫
を
救
お
う
と
し
て
、
真
実
の
誓
一
言
(
回
日

S
E
E江
志
)
を
行
い
、
神
々
や
鬼
神
の
庇
護
を

求
め
る
。
す
る
と
帝
釈
天
(
切
品
】
S
)
は
鉄
の
斧
を
も
っ
て
王
を
脅
し
て
、
皆
を
解
放
さ
せ
、
祭
官
は
集
ま
っ
た
人
々
に
殺
さ
れ
た
。
王

も
殺
さ
れ
そ
う
に
な
る
が
、
菩
薩
(
王
子
)
に
助
け
ら
れ
て
、
賎
民
と
し
て
城
外
に
住
ま
わ
せ
ら
れ
る
。
菩
薩
は
王
と
し
て
善
政
を
行
い

寿
命
が
尽
き
る
と
生
天
し
た
。
そ
し
て
こ
の
本
生
話
は
、
昔
の
祭
官
は
デ
l
ヴ
ア
ダ
ツ
夕
、
王
妃
は
マ
ハ

I
マ
l
ヤ
l
、
王
子
の
第
一
担

は
ラ
l
フ
ラ
の
母
(
割
削
F
g
z
'
B酌
仲
間
吋
)

で
あ
っ
た
と
結
ぼ
れ
る
。

こ
の
物
語
に
お
い
て
、
王
子
(
菩
薩
)

の
母
で
あ
る
王
妃
の
嘆
き
の
言
葉
(
偏
)
に
い
わ
く

d
B
B旦
民

wmwvvmwigm同
S
F
V
V酌
国
釦

-vm仲
間
剛
司

m高岡田口同岡山田
g
M
M
m
E
E
o
t
f

mmno
。
自
己

m
I
S
E
H官何回釦
HHFHMmgpBO仏
04釦
ヨ
鮭
回
同
州
出
回
立
(
〈
H-E∞
Z
L
C目立
SC)

『
〔
わ
た
し
は
生
き
る
〕
望
み
を
断
た
れ
て
狂
い
、
塵
土
に
ま
み
れ
る
で
し
ょ
う
。

も
し
立
派
な
チ
ャ
ン
ダ
〔
王
子
〕
を
殺
す
な
ら
、
王
よ
。
私
の
命
も
滅
び
る
で
し
ょ
う
。
』

d
E
H
H
g仲丘
wm凶ゲ何回白
4H田
EmHHHrvv酌
回

m-vmE酔
釦
唱
町
出
世
田
口
ロ
mwnmw喝
m
E
E
O一OP

r
g
m出回江一
E
E
4
m
g
e
v
S
F
M】
S伽
B
O【
同

0
4
m
E社
宮
口
町
民
・

(
h
s
-
E∞
E
J
H
O
ω
¥
g
o
)

『
〔
わ
た
し
は
生
き
る
〕
望
み
を
断
た
れ
て
狂
い
、
塵
土
に
ま
み
れ
る
で
し
ょ
う
。

も
し
立
派
な
ス

l
リ
ヤ
〔
主
子
〕
を
殺
す
な
ら
、
王
よ
。
私
の
命
も
滅
び
る
で
し
ょ
う
。
』

こ
の
解
釈
は
こ
れ
ま
で
の
和
訳
者
(
高
田
修
、
羽
矢
辰
夫
)

す
る
か
否
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。

の
理
解
と
は
異
な
る
。
問
題
は

σ
Fロ
ロ
防
止
旦
仰
を
「
生
き
者
を
殺
す
し
と
解

殺生か禁欲か(村上)

「
生
き
者
を
殺
す
」
と
い
う
理
解
は
、
文
脈
か
ら
は
支
持
さ
れ
な
い
。
註
釈
に
は

『
そ
こ
で
《
望
み
を
断
た
れ
て
〉
と
は
、
成
長
(
発
展
)
を
殺
さ
れ
た
。
〈
塵
土
に
ま
み
れ
る
》
と
は
、
塵
土
に
ま
み
れ
た
身
の
狂

女
と
な
っ
て
歩
き
回
る
で
し
ょ
う
』

(
4目立
v
m
v
v皆
ZTVEm世
広
げ
旦
曲
目

4己
主
F
M
M
m
H
B
E口問
g
官
民
】
同
日
恒
国
首
位
宮
H世
田
中
回
以
内
凶
江
在
官
官

E

由
回
出
品
己
同
回
目
星
野

P
H
g守
雪
山
S
江
田
忠
臣
・
n
h
(

〉)・

2
・E
∞H
N
E
)

と
あ
る
。
「
成
長
(
発
展
)
を
殺
さ
れ
た
」
と
は
、
「
〔
私
が
生
き
る
〕
望
み
を
断
た
れ
た
」
と
い
う
意
味
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
先
の
例
(
お
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Z
0・ω印
∞
)

そ
こ

で
は
、
「
王
様
の
ご
機
嫌
を
損
ね
た
」

56 

(
H
私
が
王
の
将
来
に
向
か
っ
て
の
明
る
い
気
分
・
希
望
・
願
望
を
害
し
た
)
と
解
し
た
が
、

こ
こ
は
「
私
の
将
来
に
向
か
っ
て
の
明
る
い
気
分
・
希
望
・
願
望
が
害
さ
れ
た
」
の
で
あ
る
。

次
の
例
は

増
支
部
経

圭

S 
5 
3 
i:!. 
E 
ミ4
0 

b 

の
怒
り
を
誠
め
る
経
の
中
に
あ
る
。

回

F
E
E
-
v
s
s
a
(同
F-F-m-
一
F
E
E。)】
S
B
E
E
F巳
冨
目
白
骨

SHWME
(
冨
・
浬

M-F-
一
a
g
H
S員
)
s 

開
局

8
5
B
S
E比
何
回
自
立
(
冨
・

3
・一】

g
g
E。
ロ
寄
与
長
官
民

)wra宮
古
宮
司
自
削

FVEg-

ai 
m 
・5
~ o 
p.. 
t"' 
m 

21 
宮
ロ
jl) 

冨
jl) 

g 
't:S gl 。

1 
21 
jl) 
ミ司。

富岡官

RUBgmgBgnE昆
タ
国
語
以

B14盟
百

E
e
s
z
z
E・司
-SE)・

『
生
き
物
を
殺
し
自
分
を
死
な
せ
る
行
為
(
業
)
を
な
す
者
達
は
悟
ら
な
い
。
怒
り
が
生
ず
れ
ば
破
滅
だ
、
と
は
。

こ
の
心
の
思
い
は
怒
り
の
相
貌
に
よ
っ
て
死
魔
に
縛
ら
れ
る
。

そ
の
〔
怒
り
を
〕
調
御
(
抑
制
)
に
よ
っ
て
、
智
慧
・
精
進
に
よ
り
、
見
に
よ
っ
て
、
断
ち
切
る
が
よ
い
。
』

と
。
こ
の
解
釈
が
問
題
で
あ
る
。
こ
の
註
釈
(
ミ
g
o
s
s
a、
守
a
t
H
b
k
p
)
に
は
簡
単
に

『
《
生
き
物
を
殺
し
〉
と
は
成
長
(
発
展
)
を
殺
す
』
回

E
5・
z
g
E
Z
E
t
a
-
a
E
(
T
f
h耳
切
定
本
一
喜

5
2
E
g主

tvm-S占
m怠
町
民
・
同

M4m版
bk同
・
宅

-MM・
邑
臣
)

と
い
う
。
単
に
「
生
き
物
を
殺
す
」

(
E
S
S
O
B
E
S
Y
E
-
g
a
u
u
v
g
B与
野
作
)

で
は
な
い
。
複
註

lま

「
「
生
き
物
」

(
F
E同
)
と
は
成
長
(
発
展
)
と
言
わ
れ
る
。
そ
れ
を
殺
す
・
こ
れ
ら
を
殺
害
す
る
と
い
う
の
で
、
生
き
物
を
殺
す
の

で
あ
る
。
そ
れ
で
「
成
長
(
発
展
)
を
殺
す
」
と
い
う
。
」
(
回

E
E目
g
s色
g
色
E
2
5
8
8
2
m
r
g
$
g
g巴
F
E白・

E
S
E
-
P
E
E
S
S
E
E
E
V同町民
-K-RE
記・
ω
・5
)

と
。
こ
れ
は
先
に
見
た

『
中
部
経
典
複
註
』

の
解
釈
と
は
違
い
、
ぴ
何
回
目

5
・
を
単
な
る
「
生
き
物
」
で
は
な
く
、

(ミ
k
h

・ヨ
Ee
〈
民
-
M
・
8ω)

iv
の
ふ
り

「
成
長
(
発
展
)
」
と
読
む
。
「
成
長
(
発
展
、
繁
栄
)
を
殺
す
」
の
で
あ
る
。
成
長
(
発
展
、
繁
栄
〉
し
て
い
く
命
を
殺
す
と
も
言
え
る
で

あ
ろ
、
っ
。

パ
l
リ
『
ジ
ャ

l
タ
カ
』
の
最
後
は
布
施
太
子
の
本
生
話
で
あ
る
。
シ
ヴ
イ

(mZ)
国
の
太
子

2028SE)
は
過
度
の
布
施
行

の
故
に
、
父
王
吾
容
を
に
よ
っ
て
追
放
さ
れ
、
妃
(
冨

EH)
と
、
息
子
(
量
)
、
娘

(ptHag)
と
も
に
森
に
行
っ
て
木
の

実
や
根
を
食
べ
て
暮
ら
し
て
い
た
が
、
バ
ラ
モ
ン

(
』
忍
品
卸
)
に
乞
わ
れ
て
息
子
と
娘
を
手
放
し
て
し
ま
い
、
ま
た
妃
を
も
別
人
(
実
は

帝
釈
天

m
島
wm)
に
乞
わ
れ
て
施
し
て
し
ま
う
。
サ
ッ
カ
は
太
子
に
感
心
し
て
妃
を
返
し
た
が
、
子
供
達
は
バ
ラ
モ
ン
に
虐
げ
ら
れ
な
が

ら
、
終
に
祖
父
王
の
王
宮
に
到
る
。
王
は
身
代
金
を
払
っ
て
孫
達
を
引
き
取
る
。
孫
が
森
の
生
活
を
語
り
自
分
の
母
の
惨
状
を
語
っ
て
祖

父
を
責
め
る
。
祖
父
で
あ
る
王
は
自
分
の
非
を
明
ら
か
に
し
て
〔
孫
に
〕
言
う
(
目

g
旦
2
5
0
吉
右
主
E
H
O
S
E
)。

苫 P
E雲
.ロjl)

00 出.

SI g 
.3 5 
宮司

~I 音
喝 ..... 

まE
右・ 5 

3-g 
pi 
Ii- ~ 
耐 m

sg 
お自
<: jl) 
同司

宅

g 

わ
し
は
実
に
悪
い
こ
と
・
殺
生
な
こ
と
を
し
た
。
わ
し
が
シ
ヴ
ィ
人
達
の
こ
と
ば
に
よ
っ
て
、
落
ち
度
の
な
い

〔
太
子
〕
を
追
い
だ
し
た
と
は
。
」

『
わ
し
の
子
よ

王
は
孫
の
言
葉
に
従
っ
て
、
太
子
を
迎
え
に
后
と
孫
と
軍
勢
を
引
き
連
れ
て
森
に
向
か
い
、

つ
い
に
一
家
全
員
が
再
会
す
る
。
す
る
と
王

殺生か禁欲か(村上)

は
子
に
謝
っ
て

(
E
E督
官
立

2
5
3
8
2
f
f一
mgg。-
2
8
5
m
E
3
5
E
)、
孫
に
言
っ
た
同
じ
偏
を
述
べ
る

5
・
g
t
s
h記
∞
)
。
パ

i
リ
註
釈
に
は

お

「
〈
殺
生
な
〉
と
は
、
成
長
(
発
展
)
を
殺
す
業
』

(
5
E
m
'
z
o
o
s
a
g怠
EEmvg'ESBE-E〉
)-s・
32)

で
あ
っ
て
、
「
前
途
の
希
望
や
発
展
を
殺
し
た
」
と
理
解
で
き
る
に
し
て
も
、
「
生
き
物
を
殺
す
」
で
は
あ
り
得
な
い
し
、
「
胎
児
殺
し
」

で
も
な
い
。
な
お
上
に
は
敢
え
て
「
殺
生
な
こ
と
」
と
訳
し
た
が
、
「
む
ご
い
」
「
残
酷
な
」
の
意
で
あ
っ
て
、
単
に
「
生
き
物
を
殺
す
」

57 



の
意
味
で
は
な
い
が
、
比
験
的
に
は

い
の
ち

「
命
を
殺
す
」

で
も
あ
ろ
う
。
常
に
語
意
は
文
脈
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

58 

以
上
聖
典
と
註
釈
類
に
お
け
る

VV回
口
何
回
(
生
き
物
、
成
長
、
発
展
、
繁
栄
、
希
望
)

の
用
例
を
検
討
し
た
。

五

VFOHEJVF骨
wmwEFmWEE-F釦
B
P
E
F
g
に
つ
い
て
の
文
典
句
。
弘

hES患
の
解
釈

こ
れ
ら
の
語
は
、
伝
統
的
な
文
典
等
に
も
出
て
い
る
(
の

maskq込
344・
若
広
島

g長
田
伯
母
島
参
照
)
。
中
で
も
文
典
泊
。
一
長

S
思

ピ
ル
マ
一
パ
ガ
ン
朝
1
1
5
4
年
Z
m
g
4
8
E
著
)
が
詳
し
W
o

(
H匂
札
担
・

こ
の
文
典
で
は
害
官

mは
語
根

t
v
E
(有
る
、
在
る
)

の
派
生
的
な
意
味
か
ら
導
か
れ
る
。

『
意
味
の
優
勢
と
結
び
つ
く
と
次
の
よ
う
に
含
意
さ
れ
る

(
山
昇
志
位

E323m604mH官
同哲也釦

F
Z
S
5
Z
H
)。
語
根
久
喜
一
回
の
意

味
の
優
勢
と
結
び
つ
く
と
、

成
長
(
発
展
、
繁
栄
)

の
意
味
に
な
る
と
見
ら
れ
る

(VFOB島
町
忠
臣

ESFhwa田昌
-mTUBm白骨
。

4
田内同島
HMmp申

告
立
何
回
同
)
。
或
い
は

「
一
方
に
坐
っ
た
リ
ッ
チ
ャ
ヴ
イ
人
マ
ハ

l
ナ
l
マ
は
感
懐
を
洩
ら
し
た
。
《
ヴ
ア
ツ
ジ
族
は
繁
栄
す
る
。

。
》
」

固と
‘司
C立弘、

~ ~ 
~ s 
t.i. I 

SEj 
者5・
ほ~.。
一「

整匹
1こ。

け冨

ぞ島
長51
JL': 0 

輝J~ ~ 
王 B

雪E
ご g

鷺宮
雪.a
損!~ 

zz 
落里.
ち言

宗i
t三国

Z E 
も士
の斜ー.
で官f

すg:
L._ l:: 

と g.
吾E
a ;. 
2 宅j
t) ;目

EC. 

~: ~ 

VV酌
国
平

F
E
P『
邑
国

O冨田
VMWB唱
m
g宮田国同

(
九
回
・
目
。
H
a
)

民
4
同
)
。
或
い
は
「
ヴ
ェ
ー
ダ
は
、
友
を
裏
切
り
生
き
物
(
成
長
)
を
殺

(
4
0
品
川
世
間
担
仲
間
同
幅
削
河
釦

ロ
問
自
由
帥
(
弘

す
こ
の
人
の
救
い
と
は
な
ら
な
い
」
と

わ

L

S
・8
0
2
)
民
品
)
。
或
い
は
「
私
は
〔
悪
い
〕
殺
生
な
こ
と
を
し
た
」
と

(
F
Z釦
E
g
o
s
B
E
g
g
g
E
(
2
3
m
)
民
品
)
。

B
E釦a
島内同ロロ
o

-MV回
出
釦

-V恒
国
。

VV但
4mロ
民
自
色

'm回国
my

以
上
の
よ
う
に

〔
奇
】
誌
が
〕
成
長

の
意
味
と
見
ら
れ
る
。
』
(
巾
ヨ

g
g
E
r
g申
告

E
F
足お
-

H

・
品
目
品
、
民
・

8
)

(
発
展
、
繁
栄
)

こ
の
よ
う
に
き
『
固
と
そ
の
派
生
語
に
成
長

の
意
味
が
あ
る
と
い
う
実
例
に
げ
げ
回
目
中
の
上
記
の
例
文
も
挙
げ
ら
れ
る
。

(
発
展
、
繁
栄
)

そ
し
て

VV回
目
中
は
鼻
音
自
に
終
わ
る
中
性
名
詞
の
類
で
あ
る
と
い
う
。

回回目

s
e
(有
っ
た
、
生
き
物
、
元
素

)w
自
己
品
目

σ町
一
己
記
官
(
大
種
、
大
元
素

)uvv向
H
i
s
s
M
(有
る
こ
と
〈
喜
や
乱
回

)uvv皆
同
白
書
(
発

展
、
繁
栄

)wvvmW48me(有
る
こ
と
、
存
在
、
領
域

)w
宮
品

F
E
S
S召
(
克
服

)
u
g
S
F雪
印
回

m
S
(発
生

)wi-F当
自
白
骨

(
滅
無

)uBEEVE4自
民
恒
(
顕
現
)
ゐ

4
5
E
4
8記
官
(
出
現

)w許可
S
F
9
4自
民
恒
(
隠
滅

)
u
t
E
E
5
2
8忠
告
(
別
離

)wgsEE

σvm4255 (
平
安
で
あ
る
こ
と
)
ゐ
問
号

E
4
8
m
e
(
軽
蔑

)wmσEvvm48mwe
(
征
服

)wma干
害
釦

4
8
3
(
征
服
)

w

自信
VE'

4
8
3
(経
験

)
W
E
B
S
E
V
E
4
8
3
(体
験
)
唱
宮

8
8
§
Z
4
8
8
(現
体
験
)
怠
旦
路
島
民

w
S
E
a
s宮
e
S
E
-
-
s
m
s

(
と
は
、
鼻
音
信
に
終
わ
る
中
性
名
詞
で
あ
る
。
同
山
門
出
『
H

・H
・
8
5
J〈ユ
-g)

こ
こ
に
列
挙
さ
れ
る
中
性
名
詞
の
多
く
は
的
確
な
意
味
内
容
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
語
形
か
ら
推
定
し
て
大
凡
の
訳
語
を
与
え
た
。
こ

れ
ら

tvv回
の
派
生
語
群
は
、
同
類
の
語
で
あ
り
、

vv昔
話
告
は
盟
回
目
宮
信
(
有
っ
た
、
生
き
物
、
元
素
)
や
V
何
回
釦
乱
立
自
由
(
有
る
こ
と

〈
V一
宮
託
、
ロ
)
、
更
に

v
v
g
g
a官
(
有
る
こ
と
、
存
在
、
領
域
、
住
居
)
と
同
類
の
語
で
あ
り
、
鼻
音
告
に
終
わ
る
中
性
名
詞
の
類
で
あ

る
と
い
、
っ
。

ま
た
喜
宮
中
の
意
味
に
触
れ
て
、
最
初
と
同
じ
例
文
と
と
も
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

E
E
E
と
は
「
有
る
こ
と
」
で
あ
り
、
喜
官
"
は
「
成
長
(
発
展
、
繁
栄
ご
で
あ
る

(
V
E
E
E
E
E
4
8
5寄
宮

g
s
E
E

g
怠
E))。
「
私
だ
け
が
、
ポ
耕
民
王
様
の
ご
機
嫌
を
距
ね
た
(
喜
宮
守
宮
一

S
u
m何回
-
H
吐
き
落
ち
度
が
あ
る
も
の
で

(
司
、
『

m-

殺生か禁欲か(村上)

す
」
と
。
ま
た
「
わ
し
は
〔
悪
い
〕
殺
生
な
こ
と

(VV曲
目
マ

Fmwgm同予

お
〈
H
U
4
@
ω
)

を
し
た
」
と
。
こ
れ
が
こ
の
意
味
を
成
り

立
た
せ
る
言
葉
で
あ
る
(
民
間

B
S
E
E
-詳
宮
田
富
島
昏
併
記
官
司
君
自
白
色
。
「
有
る
こ
と
」
と
は
有
る
と
い
う
働
き
で
あ
る
(
喜
望
自
自

民
喜
望
自
m
E
W
比
一
志
)
。
或
い
は
「
有
る
」
と
い
う
の
は
「
成
長
(
発
展
、
繁
栄
)
し
た
」
と
い
う
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
有
情
達
は
息

子
・
娘
達
と
種
々
の
栄
耀
栄
華
に
よ
っ
て
〔
繁
栄
し
て
い
る
〕
と
い
う
「
有
る
と
こ
ろ
」
が
家
と
い
わ
れ
る

(〉

F
m
4阻
害
雪
自
民

4mEM自
民
巾

5
2
m詳
3
5
m
E
a凶器
E

E品目回
B
E
s
t
p
a
σ
E
4
B
E
E
n
g丘
町
開

FO)。
「
私
の
父
の
い
ま
す
と
こ
ろ
」
と
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〔
苦
一
口
う
よ
う
に
〕
(
宮

E
W
Z
M
ゲ町田
4
8
2
H
居
間

HH岡
山
(
九
戸

E
H自
)
丘
)
。
こ
れ
が
こ
の
意
味
を
成
り
立
た
せ
る
言
葉
で
あ
る

2
2
s
d酔F
E
E
S品
E
W同召
ggEHHH)0』
(
句
SH・
H
-
g
p∞
界
〈
ユ

-HHU)

と
。
ゲ
町
田
口
釦
は
ぴ
町
戸

HJ1mロ
回
(
有
る
こ
と
、
発
展
、
繁
栄
、
領
域
、
住
居
)
で
あ
る
。
そ
し
て
例
文
か
ら
予
想
さ
れ
る
そ
の
意
味
は
、
既
に

(正也
H
回

60 

触
れ
た
よ
う
に
「
希
望
、
願
望
、
期
待
」
の
よ
う
で
あ
る
。
議
論
は
な
お
続
く
が
、
こ
の
出
版
本
の
編
者
の
解
釈
以
外
に
は
、
「
胎
児
殺

し
」
と
い
う
解
釈
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

-'-
J、

総
括
一
σ
H
H
回
口
巳

E
は
胎
児
殺
し
か
。
否
。
成
長
(
発
展
、
繁
栄
)
を
殺
し
限
界
規
制
を
設
け
る
こ
と

上
座
部
仏
教
は
ぴ

VEH各
国
を
め
ぐ
る
伝
統
説
を
ど
う
総
括
し
た
の
か
。
ビ
ル
マ

(回ロ『目
P

認
可
問
屋
湾
問
)

で
行
わ
れ
た
第
六
結
集

(
H
8
2∞
)
に
お
い
て
著
さ
れ
た
て
な
足
基

3
Q提
Q
Z
&
S
F
Q
H
E

(
H
H占
的
送
、
同
門
清
浄
道
論
因
縁
話
)
と
い
う
著
作
(
教
義
書
)

が
あ
る

osz是
E
S
Q給
。

(
H
5
5
J
清
浄
道
論
)
は
、
五
世
紀
初
葉
に
ブ
ツ
ダ
ゴ

l
サ
(
国
民
舎
品

Z
F
仏
立
回
)
が
著
し
た
仏
教

概
論
で
あ
る
が
、
て
な
ミ
弓
闘
は
ブ
ツ
ダ
ゴ

l
サ
の
生
涯
や
著
作
を
解
説
す
る
形
を
と
り
な
が
ら
、
パ

i
リ
仏
典
に
見
え
る
難
解
な
語
句

や
問
題
の
解
釈
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
第
六
結
集
版
三
戒
の
電
子
仏
典
(
の
宮
立

E

版
一
宮
許
可

¥ZE1swim-zE)
に
含
ま
れ
て
い
的
。

回同岡山

mmHU可知ロ釦

。ロ
E

岡山。冨
H
の
∞
の
り
一
ロ

l
マ{子

そ
こ
に
は
ブ
ツ
ダ
ゴ

l
サ
が
バ
ラ
モ
ン
の
出
自
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
巡
る
議
論
の
中
で
、
初
め
て
「
胎
児
殺
し
」
と
い
う
解
釈
が
対

論
者
の
議
論
に
出
て
く
る
。

『
し
か
も
そ
こ
で
上
座
ブ
ツ
ダ
ゴ

i
サ
師
が
バ
ラ
モ
ン
で
は
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
第
二
の
理
由
も
次
の
よ
う
に
出
て
い
る

( 

℃ 
己
主3
III 

U 
~ . 
.... 
CD 
ロ
白

白l
<> 
時
~. 

ミ4
III 

回
~ 
巳品

昏
III 
crq 
t" 。
団

釦

.... .... 
t" 
てb
吋
釦
回
目

白

釦
0" 
吋

島
5 
.~ 
III 

0" 
t" 

里t
III 
由
旬t
0.. 
t" 
田
ロ
III .... .... 
t" 
III 
.13 
0.. 
ロ.... 
~. 

ミ4
由

自

司コ
困・

防4
回l
ト・4
釦
.ロ
III 
・5
巾

4 
釦

B 

忠岡田仲自国

-
S切さ」〈一閃・〈民・
5)
。

バ
ラ
モ
ン
の
諸
典
籍
に
お
い
て
、
胎
児
を
殺
す
者
を
表
す
胎
児
殺
し

(VV酌
回
回
目
『
創
出
)
と
い
う
語
句
が
、

パ

i
リ
聖
典
に
は

V
V動出
mvg(VV-酌
E
T
F
E
E
)
と
見
え
て
い
る
。
「
マ

i
ガ
ン
デ
イ
ヤ
経
」
に
お
い
て
、
妻
と
の
性
交
・
同
棲
が
な
い
の
で
、
生

ま
れ
る
に
値
す
る
胎
児
を
失
わ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
遊
行
者
マ

l
ガ
ン
デ
イ
ヤ

が
世
尊
を
「
胎
児
殺
し
だ
、
沙
問
ゴ

l
タ

(
M
)
 

マ
は
」
と
言
っ
た
。
そ
れ
を
ブ
ツ
ダ
ゴ

l
サ
が
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
そ
の
註
釈
に
お
い
て
、
も
う
明
ら
か
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
彼
は
そ
こ
で
は
喜
酌
回
品
目
。
(
給
児
殺
し
の
)
と
い
う
語
を
「
成
長
(
発
展
、
繁
栄
)
を
殺
し
限
界
規
制
を
設
け
る
」
と
註
釈

し
て
い
る
か
ら
だ
。
』
(
回
『
島
田
右
中

m
g
p
gロ

句史同州凶同叫回

H
M
M

同
官
ヨ
ー
恒

V
V回国釦
v
g

何
回
ぴ

vvmTm吋
げ
丘
町

WE〈
伽

g
w白召

-MV『酌国白押回釦
で+ト".

(VFUELH包囲内
W)
庄
内
出
国
面
白
丘
・
冨
帥

mmロ
佳
百

E由
E
Z
ずげ釦

Eubu『
m
w
B
a何回口
E
E
E
5
4帥
阻
害
げ
帥
48m凶
同
署

mw辻
ghFEvmEm阻
害
}
同
盟
国
釦
ロ
帥

E

E
W同一件
g
n岡田曲目円四回岡山河田一富山
m
g円
日
目
当
官
民
事

mU白
-gFmwm白
4
8
g
H叫Havv皆同向島
E
(
V
F
E
E
F
2
5
)
E
B
E
C
C
O
S
H
E
w
酔仲間
E
・
臣
官

国己【同円四

F仰
向

HMO由。

宮内回目白酔
FmwEE召
SHVO釦
ロ
身

m-

同戸仲

窓口

mwVV酌
回
白
F
g図。

』
皆
川
広
岡

ロ:

同】酌】同白け。

凶
d

釦4
E
一何回問

.... 
H ・

ロ
mw

ミ4
0 
4 
印

(
E
Z各
自
g
S
)
百

合

B
a
E
S
S
E
E
5
5
E
Z
E
E
-号
停
富
田
町
民

S
E
Eロョ江・
5
5
b向
・
〈
ユ
・

5)

「
そ
れ
も
も
う
正
し
く
な
い
ま
ま
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら

M
に
よ
っ
て
、
触
れ
ら
れ
る
対
象
を
楽
し
ま
な
い
こ
と
だ
け
に
関
し
て
生
き

物
を
殺
す
者
で
あ
る

(VV酌
酒
乱

E
-
v
v智
凶
)
と
言
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
し
か
も
六
種
の
世
間
の
享
楽
の
対

象
を
楽
し
ま
な
い
こ
と
に
つ
い
て
も
言
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
の
経
に
は
「

M
ょ
。
眼
は
色
を
楽
し
む
処
と
し
色
を
好
み

殺生か禁欲か(村上)

色
を
喜
ぶ
。
そ
れ
は
如
来
に
あ
っ
て
は
調
え
ら
れ
、
{
寸
ら
れ
、
護
ら
れ
、
慎
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
を
慎
む
(
抑
制
す
る
)

た
め
に
法
を
説
き
ま
す
。

M
ょ
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
君
は
「
生
き
物
を
殺
す
者
だ
。
沙
門
ゴ

l
タ
マ
は
」
と
言
っ
た
の
で
は
な
い

か
ね
」
と
。
「
し
か
し
ね
、
君
ゴ

l
タ
マ
よ
。
ま
さ
に
こ
の
こ
と
に
関
し
て
私
は
「
生
き
物
を
殺
す
者
だ
。
沙
門
ゴ

l
タ
マ
は
」
と

一
言
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
な
ぜ
な
ら
我
々
の
経
典
に
そ
う
出
て
い
る
か
ら
で
す
」
と
。
:
・
乃
至
・
:
「

M
ょ
。
意
は
法
(
意

識
の
対
象
)
を
楽
し
む
処
と
し
法
を
好
み
法
を
喜
ぶ
。

(
上
と
同
文
)
」
と
。
こ
の
よ
う
に
世
尊
の
聞
い
と

M
の
主
張
と
が
出
て
い
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b
h
拍
n
a
h
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V
F
E
E
-
と
い
う
語
形
は
極
め
て
稀
で
、
N
F
営
に
も
求
め
が
た
い
。
ま
た
め
門
出
誌
が
ぴ
F
U
H
H
m
J
佐
久
ぴ
何
回
。
か
ら
導
き
中
性
名
詞
と
見
る
趣
旨

64 

を
彼
は
採
用
し
な
い
。
し
か
し
②
ぴ
『
ロ
ロ
印
E
F
ロ
が
⑤
~
u
p
a
a
Q
'
v
a
ロ
(
胎
児
殺
し
)
に
遡
る
可
能
性
が
あ
る
に
し
て
も
、
②
の
伝
統
は
そ
れ

を
知
ら
ず
、
「
胎
児
殺
し
し

は
暖
昧
で
多
様
な
意
味
を
含
む
。

(
b
E
3
3
m
a
Q
)
」
以
来
知
ら
れ
て
い
る
料
、
法
典
類
で
は
主
に
「
パ
ラ

に
も
殆
ど
触
れ
な
い
の
で
あ
る
。

一
方
⑤
客
誌
S
E
E
S
(
胎
児
殺
し
)

~MF可
R
N
S
Q
E
V
Q
H
H
と
い
う
語
が
『
ア
タ
ル
ヴ
ァ
・
ヴ
ェ
ー
ダ

モ
ン
殺
し
」
の
罪
の
意
味
で
用
い
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

「
胎
児
殺
し
」

を
意
味
し
て
い
る
次
の
一
例
で
も
、

そ
れ
は
単
な
る
堕

明
確
に

胎
で
は
な
い
。

『
〔
娘
を
嫁
が
せ
る
者

(
日
父
・
祖
父
・
兄
弟
・
親
族
・
母
)
が
娘
を
適
時
に
〕
嫁
が
せ
な
い
時
は
、

月
経
期
毎
に
胎
児
殺
し
の
罪
を

負
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
も
し
嫁
が
せ
る
者
が
い
な
い
時
に
は
娘
は
自
選
結
婚
を
し
て
よ
ろ
し
い
。
」
(
印
有
者
宮
島
田
口

田何回B品川一司一ロ
O

丘

(
お
)

5

5
恒
釦

-
v
m
q
恥
町
田
川
什
帥
4
1
2
¥
官
5
3
召
守
与
E
4
0
宮
什
2
2
H
E
a
p
一
宮
弓
停
電
担
当
召
S
E
S
詰
S
.
E
S
S
Q
Q
・

3
主
H
・
2
)

こ
れ
は
単
な
る

「
胎
児
殺
し
」

で
は
な
く
て
、

結
婚
と
妊
娠
の
可
能
性
を
殺
し
、

娘
の
婚
期
を
逸
す
る
罪
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
の

「
胎
児
殺
し
」

(
回
向
。

P
S
F
-
a
E
F
-
h
N
W
V
)

例
え
ば
マ
ヌ
の
子
孫
一
ヤ
ヤ
i
テ
イ
主
は
、

大
叙
事
詩

バ
ラ
モ
ン
の

の
例
は
、

に
は
多
い
。

娘
に
好
か
れ
、
娘
の
父
に
許
さ
れ
て
結
婚
し
た
が
、
そ
の
父
か
ら
交
際
を
禁
じ
ら
れ
た
女
に
求
愛
さ
れ
て
、
結
婚
し
て
子
を
儲
け
た
こ
と

が
、
知
ら
れ
て
本
妻
に
怒
ら
れ
、
バ
ラ
モ
ン
に
呪
わ
れ
て
老
人
に
さ
れ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
、
王
が
「
胎
児
殺
し
」
の
罪
を
避
け
る
た
め

で
あ
っ
た
と
弁
明
し
て
い
わ
く
。

『
尊
師
よ
。
魔
王
の
娘
が
受
胎
期
を
〔
逸
し
た
く
な
い
と
〕
求
め
る
の
で
、
他
の
思
い
も
な
く
私
は
、
こ
の
法
に
か
な
っ
た
こ
と
を
し
た

の
で
す
(
立
己
5
4
曲
目
同
同
S
E
E
-
印
可
同
σ
v
m
m
白
4
m
ロ
ロ
中
山
口
一
河
田
-
E
n
o
富
田
陣
注
ロ
E
P
H
同
門
日
間
口
雪
印
ム
ロ
門
田
富
田
可
mw

島
町
-
母
国
百
B
o
g
三
円
立
自
国
自
宅
助
、
)
。

女
が
受
胎
期
を
〔
迎
え
て
〕
求
め
て
、
選
ば
れ
た
男
が
〔
情
愛
を
〕
与
え
な
い
な
ら
ば
、
こ
こ
で
彼
は
胎
児
殺
し
だ
と
党
を
論
じ
る

人
(
バ
ラ
モ
ン
)
達
に
言
わ
れ
ま
す
、
バ
ラ
モ
ン
よ

(
江
口
同
世
4
包
可
帥
S
B
阻
ロ
身
-
m
w
ロ
同
島
田
島
的
問
丘
-
u
d
B
帥
ロ
4
1
白
}
1
v
v
『
僻
回
E
E
V釦
E
宗
可
ロ
ロ
E

百
件
冊
一
∞
『
回
附
B
E
E
F
m
v
S
F
B
守
4
U
E
5
9
5
0

愛
欲
を
望
ん
で
身
を
ま
か
せ
よ
う
と
す
る
女
性
に
、
密
か
に
求
め
ら
れ
で
も
近
づ
か
な
け
れ
ば
、
法
に
お
い
て
彼
は
胎
児
殺
し
だ
と

知
者
達
に
言
わ
れ
ま
す
(
与
E
E
B
E
Z
E
U
『
同
信
吉
田
Z
m
3
5
3
H
M
M
S
F
2
3
a
g
て
ロ
守
口
官
在
窓
口
白
色
町
民
自
由
吉
V
V
『
骨
O
H
T
F蜘
t
q

(
且
)

5
3
Z
宮
島
町
9
9
5
0
』
(
国
h
N
W
F
-
H
・
4

∞
・
ω
H
e
g
)

こ
の
「
胎
児
殺
し
」
の
意
味
は
、
女
性
の
求
愛
を
拒
否
し
、
そ
の
希
望
(
願
望
、
期
待
、
意
向
)
を
殺
す
の
で
あ
る
o
そ
れ
は
@
σ
F
U
ロ
m
-

F
C
に
対
す
る
@
の
伝
統
的
解
釈

「
成
長
(
発
展
、
繁
栄
)
を
殺
す
」
に
通
じ
、
σ
V
E
g
-
Y
己
の
類
語
の
意
味
と
も
連
な
る
。
ま
た

⑤
~
u
F
1
ぬ
き
E
V
C
S
の
~
U
V
E
S
も
胎
児
(
h
a
与
吉
)
だ
け
で
は
な
く
、
希
望
(
忠
ぬ
)
ま
た
は
不
安
(
a
g
E
)
を
意
味
す
る
と
い
う
文

芸
(
寄
2
4
E
ロ
)
の
で
あ
針
。
@
5
5
の
伝
統
的
な
解
釈
は
「
胎
児
」
で
は
な
く
、
「
成
長
(
発
展
、
繁
栄
)
」
で
あ
刊
「
生

き
物
」
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
上
に
見
た
「
胎
児
殺
し
」
の
意
味
(
求
愛
拒
否
)
と
も
ほ
ぼ
相
似
す
る
。
そ
れ
は
邦
語
で
は
、
「
命
を
殺

す
」
、
「
斜
を
大
事
に
し
な
い
」
と
表
せ
る
で
あ
ろ
う
o
イ
ン
ド
文
化
に
お
け
る
「
斜
を
大
事
に
す
る
」
と
い
う
優
し
い
配
慮
の
伝
統
を

(
部
)

発
掘
し
え
た
よ
う
に
思
う
。

殺生か禁欲か(村上)

(
1
)
ノ

l
マ
ン
に
よ
る
と
②
害
国
E
E
F
戸
が
③
客
誌
宮
-
E
Z
に
相
当
す

る
こ
と
を
指
摘
し
た
の
は
、
国
間
σ
記
-
曲
目
沼
田
]
内
由
。
ロ
p
s
u由
wMM帥-HFFRNB

WHaFF凶ぬ。めw∞uM】】M・
4

一
円
∞
E
H
A
肝
で
あ
り
、
同
九
ロ
円
四
唱
仲
間
〉
H
a
品
。
ュ
F
S

P
E
s
-
E
皆
同
唱
。
。
ロ
m
o
e
F
S
F
S
S噛
3
・
怠
E
主
で
あ
る
と
い

う
。
後
者
は
恒
が
ロ
と
な
る
の
は
k
r
g
-
S
一
碑
文
に
見
ら
れ
る
東
方
方

一
言
の
特
徴
と
考
え
る
(
こ
の
文
献
は
後
藤
敏
文
教
授
か
ら
頂
戴
し
た
)
0

こ
の
語
原
説
に
関
す
る
⑨
伝
統
か
ら
の
批
判
に
つ
い
て
は
本
稿
六
参
照
。

次
に
堕
胎
(
間
白
V
F
F
曲
目
喝
容
田
口
出
)
に
つ
い
て
は
お
Z
戸
署
・
8
ふ

『
南
伝
』
同
(
上
回
天
瑞
訳
)
明
石
-
H
S
t
S
参
照
。

(2)
高
田
修
訳
(
『
南
伝
』
呂
七
回
】
N
E
'
N
S
)
一
「
彼
等
殺
生
者
は
苦
し

ま
む
/
魚
の
寸
断
せ
ら
る
ご
と
/
非
行
犯
せ
る
人
々
は
/
量
る
を
得
、
ざ

る
歳
月
を
」
o
片
山
一
良
訳
『
ジ
ャ
I
タ
カ
全
集
』
8
、
春
秋
社
、
思
∞
M
-

H》-HH印
F
一
「
か
れ
ら
殺
生
者
は
苦
し
め
ら
れ
る
/
ま
る
で
魚
が
切

ら
れ
る
よ
う
に
/
凶
悪
犯
の
も
の
た
ち
は
/
は
か
り
知
れ
な
い
年

65 



月
を
」
。

(
3
)
高
田
修
訳
(
『
南
伝
』
臼
∞
ゐ
・
臼
臼
)
一
「
吠
陀
は
、
斯
か
る
人
の
依
処

と
は
な
ら
ず
/
友
を
裏
切
り
、
生
き
物
殺
す
な
る
人
の
、
そ
の
依
処
と

/
ま
た
、
崇
め
ら
る
る
火
も
護
る
こ
と
あ
ら
ざ
ら
む
/
悪
心
懐
き
、
聖

な
ら
ざ
る
行
ひ
な
す
そ
の
人
を
」
。
羽
矢
辰
夫
訳
(
『
ジ
ャ
l
タ
カ
全

集』

9
、
春
秋
社
、
S
E
L
乙
∞
宰
)
一
「
ヴ
ェ
ー
ダ
は
、
友
を
裏
切
り
、

殺
生
す
る
人
の
/
よ
り
ど
こ
ろ
と
は
な
ら
な
い
。
/
崇
め
ら
れ
る
祭
火

も
〔
決
し
て
〕
護
る
こ
と
は
な
い
。
/
怒
り
を
内
に
懐
き
、
不
聖
の
行

為
を
な
す
そ
の
人
を
」
0

(4)
漢
訳
「
中
阿
含
』
巻
お
(
服
)
幾
閑
提
経
・
凶
1

・
H
A
W
4
5
E
J
婆
羅

婆
。
我
今
不
レ
可
レ
見
見
。
不
レ
可
レ
問
問
。
謂
我
見
一
一
沙
門
崖
曇
臥
処
一
。

所
以
者
何
。
彼
沙
問
塵
曇
壊
敗
地
。
壊
敗
地
者
。
無
レ
可
レ
用
也
。

(5)
「
中
阿
含
』
同
J
H
・
2
0
v
g
一
婆
羅
婆
。
若
見
一
沙
問
農
曇
-
者
。
我
亦

説
一
-
此
義
-
。
所
以
者
何
。
彼
沙
問
屋
曇
敗
壊
地
。
敗
壊
地
者
。
無
レ
可
レ

用
也
。

(6)
『
中
阿
含
』
片
岡
』
凶
4
0
n
E
一
髪
閑
提
。
不
一
ニ
調
ニ
御
眼
根
一
。
不
一
密
守

護
-
而
不
レ
修
者
。
必
受
=
苦
報
一
。
彼
於
一
一
沙
門
塵
曇
一
善
自
調
御
。
善

密
守
護
而
善
修
者
。
必
得
ニ
楽
報
一
。
境
関
提
。
不
一
一
一
調
一
一
御
眼
根
一
。
不
二

密
守
護
一
而
不
レ
修
者
。
説
-
沙
門
濯
曇
敗
壊
地
一
。
敗
壌
地
者
。
無
レ
可
レ

用
耶
。

(7)
「
中
阿
合
』
日
H
・
2
0
n
E
一
如
レ
是
。

(
8
)
『
南
伝
』
富
弥
薦
王
閉
経
下
(
金
森
西
俊
訳
)
、
署
・
5
品
目
H
a
T
中

村
元
・
早
島
鏡
正
「
ミ
リ
ン
ダ
王
の
向
い
』
3
、
平
凡
社
、
昭
和
お
年
、

殺生か禁欲か(村上)

け
る
者
殺
す
狂
者
と
な
ら
む
/
若
し
も
優
れ
し
戦
遼
緩
を
殺
す
者
あ
ら

ば
/
生
き
と
し
も
の
は
吾
が
た
め
、
王
よ
、
滅
び
な
む
」
。
羽
矢
辰
夫

訳
(
『
ジ
ャ
l
タ
カ
全
集
』

9
、
S
E
-
-
s
ご
「
私
は
畿
襲
撃
議

磯
狂
女
と
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
も
塵
垢
に
ま
み
れ
た
。
王
さ
ま
、

も
し
も
、
優
れ
る
チ
ャ
ン
ダ
が
殺
さ
れ
れ
ば
、
私
に
よ
っ
て
生
き
物
は

滅
び
る
で
し
ょ
う
」
。

(
日
)
土
田
勝
瀬
訳
(
『
甫
伝
』
N
0
・
唱
-
g
H
)
一
「
他
を
殺
し
自
ら
を
死
な
し

む
る
業
を
な
し
つ
つ
も
・
・
・
」
。

(M)
高
田
訳
(
「
南
伝
』
S
-
M
M
-
E
臼
)
一
「
実
に
そ
は
、
吾
が
子
、
五
口
が
各

な
り
き
/
殺
生
吾
は
為
せ
る
な
り
/
五
日
戸
昆
民
の
言
葉
以
て
/
無
事
な

る
彼
を
追
放
せ
る
は
」
。
辛
島
静
志
訳
(
『
ジ
ャ
l
タ
カ
全
集
』
叩
、

s
g
w
唱
-
M
S
F
)
一
わ
が
孫
よ
わ
し
は
罪
深
い
こ
と
を
し
た
/
胎
児
殺

し
を
し
た
も
同
然
/
シ
ヴ
ィ
国
民
の
こ
と
ば
に
よ
っ
て
/
と
が
な
き

か
れ
を
追
い
だ
し
た
)
。
同
司
・
8
S
訳
註
(
似
)
は
参
考
文
献
を

含
み
有
益
。

(
江
川
)
国
巴
B
2
m
B
E
H
o
p
-
m
包
-
仏
国
嵐
広
w
H
L
障
の
g
g
岡
田
国
一
町
O
H
M
-
白
目
。
晶
w
k
F
間
・

岡
田
司
回
H
官
g
g
N
∞
w
E
M少

E
S
U
E
S
-
E
E
-
-
∞
由
(
匂
司
H
m
-
M
O
O
F
3
冊
本
)
・

最
後
巻
J
h
N
(
H
H
H
品
目
同
〈
@
ヨ
D
E
B
)
は
彼
の
死

(
1
9
5
6
)
後、

HA出
m
g
E
C
E
E
ロ
に
よ
っ
て
完
成
し
た
。
水
野
弘
一
万
一
回
。
Z
5『

m
a
P
E
-
-
E
E
B
E
w
E
C
S
B
自
由
宮
】
M
M
径二
JZ岡
田
S
H
宮
田

『
印
仏
研
」
4
|
2
、
昭
和
白

(
1
9
5
6
)
年
3
月
、
苫
-
M
S
V
E
N
S
回

は
、
こ
の
書
の
紹
介
と
解
説
で
あ
る
。
。
m
，
。
ロ
(
H
宮
苦
一
¥
言
唱
唱
・
位
E

M
M
H
S
W
P
R
R
g
B
回
)
は
ス
ミ
ッ
ト
本
の
2
巻
分
ま
で
(
司
冨
-
a
-
M
O
B
-

害
・
由
?
宮
参
照
。
問
題
の
語
V
E
S
E
E
n
n
o
e
s
F
E
F
E
)
を

前
者
は
「
有
類
の
殺
害
者
」
(
唱
・
H
a
)
と
、
後
者
は
「
生
類
の
殺
害

者
」
(
唱
-
E
)
と
訳
し
て
い
る
。

(9)
後
述
す
る
よ
う
に
同
乱
回
E
m
E
p
a
-
F
R
胸
骨
担
町
立
署
-
S
H
o
w
∞
町
E
U

M
o
a
E
W
M
印
。
M
a
w
自
宅
参
照
。

(
叩
)
立
花
俊
道
訳
(
『
南
伝
』
g
h
・
怠
)
[
わ
ら
は
こ
そ
大
光
輝
王
の
/

意
に
背
き
、
敬
意
を
鉄
き
た
れ
/
護
法
を
放
て
、
王
よ
/
わ
ら
は
の
手

を
ぞ
断
た
し
め
よ
]
。
松
村
恒
・
松
田
慎
也
訳
(
『
ジ
ャ
l
タ
カ
全
集
』

4
、
岡
田
∞
∞
年
、
唱
・
5
N
白
『
)
一
「
マ
ハ
l
パ
タ
l
パ
王
に
/
非
礼
を
は
た

ら
き
し
罪
は
わ
れ
の
み
に
あ
れ
ば
、
/
こ
の
ダ
ン
マ
パ
l
ラ
を
放
ち
た

ま
え
、
/
王
ょ
、
わ
が
手
を
切
ら
し
め
よ
う
な
お
同
署
-
U
N
4
・
S
∞
訳

註
の
v
v
-
U
H
岡
田
}
岡
田
芯
を
め
ぐ
る
学
説
紹
介
は
有
益
で
あ
る
。

(
日
)
『
智
慧
劣
る
カ
ン
ダ
ハ

l
ラ
が
悪
業
を
な
す
、
こ
の
真
実
語
を
そ
な

え
た
私
が
夫
と
と
も
に
い
ま
す
よ
う
に
B
E
E
8
O
B
E
S
E
a

v
巴
O
唱
司
書
白
】
円
曲
目
旨
同
信
】
内
向
。
民
営
回
国
a
v
o
h
回
宮
回
世
田
曲
目
g
g
-

u
g
同
国
同
居
間
b
松
岡
岡
田
陣
国
際
B
同
Z
B
7
N
S
-
H
E盟
主
)

0

・
:
お
よ
そ
こ

こ
に
や
っ
て
来
ら
れ
た
神
々
と
過
去
や
未
来
の
夜
叉
達
は
、
寄
る
辺
な

く
庇
護
を
求
め
る
私
を
救
護
し
て
く
だ
さ
い
。
私
は
願
い
ま
す
。
夫
よ
。

私
が
負
け
ま
せ
ん
よ
う
に
、
と
(
出
e
g
-
S
E
H
静
岡
田
酔
p
u
、
宮
匹
目
白

河
島
F
Z
E
E
-
F匝
d
E
(
〈
江
・
寄
与
『
E
)
一
切
同
時
S
E
E
S

B
包
E
H
官
芯
苦
任
問
団
R
?
u
b
n官
ロ
u

削
除
同
信
[
官
民
自
昏
田
恒

白
宏
司
自
]
3

丘
弘
ヨ
・
同
町
田
E
)
0
』

(
ロ
)
高
田
修
訳
(
「
南
伝
』
∞
∞
噂
同
M
・
5
0
)
一
「
吾
は
塵
稼
に
打
ち
塗
れ
/
生
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S
一
戸
田
・
H
静
岡
)
を
含
み
検
索
可
能
で
あ
る
。
ス
ミ
ッ
ト
畢
生
の
校
訂
刊

本
は
詳
細
な
索
引
と
術
語
解
明
(
。
o
E
E
g
g
s
M
ロ
o
g
F
Z凶
-

a
-
M
o
o
r
s
z
・
国
待
戸
苫
-
E
E
E
H
H
4
N
)
を
伴
い
、
よ
り
有
用
で
あ

る
。
ス
ミ
ッ
ト
本
(
司
自
版
)
は
1
7
9
5
ペ
ー
ジ
か
ら
成
る
が
、

1
6
9
4
ベ
l
ジ
ま
で
が
彼
の
執
筆
で
あ
る
と
い
う
。

(
日
)
「
九
回
何
回
世
は
「
有
る
」
の
意
味
に
〔
用
い
ら
れ
る
〕
。
語
根
面
F
同
は

「
現
に
有
る
こ
と
」
の
意
に
用
い
ら
れ
る
。
』
貧
富
田
聞
け
著
書
-
F
同
a

白
昼
E
4
法
自
民
国
民
帥
苫
召
ぐ
巳
g
t
・
ぬ
弘
司
同
・
司
・
臼
)
〈
ユ
H
冨
河
包
甲

田
向
A
F
)

(
ロ
)
世
尊
が
ヴ
ェ

l
サ
l
リ
l
(〈
。
由
民
同
)
に
滞
在
中
、
托
鉢
の
後
に
林

(
冨
乱
弘
司
自
-
回
)
の
樹
下
に
昼
の
休
息
に
坐
っ
て
お
ら
れ
る
と
き
、
多

く
の
若
者
(
E
g
E
4
r
r
ロ
医
師
吋
品
加
)
が
や
っ
て
来
て
、
世
尊
に
近
づ

き
合
掌
し
て
黙
然
と
し
て
近
侍
し
て
い
る
。
そ
こ
に
リ
ッ
チ
ャ
ヴ
イ
人

マ
ハ

I
ナ
l
マ
(
富
田
富
田
帥
自
曲
目
白
島
田
丘
)
が
来
て
、
乱
暴
無
礼
な

若
者
が
仏
に
近
侍
し
て
い
る
の
を
見
て
「
ヴ
ア
ツ
ジ
(
〈
田
怯
一
時
)
族
は

繁
栄
す
る
。
。
」
と
感
懐
を
洩
ら
す
。
そ
れ
に
対
し
て
世
尊
は
良
家
の

子
息
(
W
己
国
中
M
M
E
S
)
の
五
法
を
説
く
。
そ
れ
は
努
力
を
し
て
如
法

に
得
た
財
物
を
も
っ
て
、
-
母
や
父
・

2
子
や
妻
・
3
使
用
人
・

4
神

宮
雪
国
仲
畑
)
・

5
沙
門
や
バ
ラ
モ
ン
を
大
事
に
し
尊
敬
・
供
養
す
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
五
法
が
あ
る
者
に
は
繁
栄
の
み
が
期
待
さ
れ
、
衰
亡

が
な
い
戸
国
a
E
a
要
旨
)
。

(
回
)
こ
の
内
、
大
半
が
-
F
担
当
自
開
(
を
含
む
。
こ
れ
は
面
E
の
官
官

形
(
害
当
)
に
語
尾
自
由
が
つ
い
た
形
で
、
動
詞
の
意
味
を
示
す
名
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詞
と
な
る

(
m
g
d司
・
ロ
・
巧
Z
S
3
ぬ
S
弘
、
誌
の
3
5
5
a
y
w
閉
口
問
。
)
。

(
川
口
)
ダ
ン
マ
ギ
リ

(UV自
由
自
印
私
立
)
の
研
究
所
一
〈
江

(ug唱回目由自ー田

国

2
2
5
F
H
E
R
Z
S
)
で
の
ロ
に
作
成
さ
れ
て
無
料
で
配
布
さ
れ
、

ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
も
公
開
さ
れ
て
い
る
[
同
研
究
所
は
イ
ン
ド

の
マ
ハ

l
ラ
1
シ
ュ
ト
ラ
州
イ
ガ
ッ
ト
プ
リ
宙
開
白
許
可
g
H
r

ム
ン
バ
イ

の
東
北
約

5
4
r
B
一
ナ
l
シ
ク
南
西
約
怠
町
出
)
郊
外
に
あ
る
]
。
筆
者

が
ぐ
g
E札ミ
NSHahhロ
見
&
雪
邑
ミ
言
(
刊
誌
SHP之
内

w清
浄
道
論
因

縁
話
)
を
知
っ
た
の
は
、
。

mwの
り
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
宮

8
・
¥
守
司
君
-

丘

1
g宵
mwba-ERnF
で

FFU岡
阿
佐
己
を
検
索
し
た
結
果
で
あ
る
。

(
お
)
史
認
・
唱

-H白
色

E
d
v
g
p
v
E
E
F
Z
S
P
河
原
町
三
∞

YM}

B
一
FFEMmEF同
n
g
[」
rrF円同居口白聞岡田仲
MRLPASwab-AFhkFHJ可申
mwwM
一

F
宮

'
z
s
τ
F
Z宮
m
E
H
]
h
p
二
回

-
M
W
F
Z中
宮

τ

5
5
0国
a
F
E
E
-品
p
a
h
-
F
切
口
∞
ま
F-
商
品
門
司
は
居
可
a
R包
由
討
F

E
E
m
品
E
R田
容

B
B
E
E
Nロ
E
ロ
仲
良
ぱ

E
砕
石
附
神
宮

(HP

品
目
田
口
宮
回
目
。
g
n何
回
ロ
ロ
向
。
ロ
ロ
。
】
MMXLV⑦
持
∞
¥
也

)
w
Nロ
B
O
B窓
口
呂
田
-

VO円相話回問。
moFO回
ぐ
。
ロ
ロ
吋
・
回

2
E
O
H
Lぽ
E
n
y
回円
mw阻
-
匝
ロ
〈
Oユ
血
肉
ぐ
。
ロ

冨・
hrE.
呂
田
円

E
田
g
u
c
]
・

(幻

)
k
t
E
Y
S
E
S
E
-泊。
G
E
S
S
E
E
r
F問
。
盟
国
自
Oロ
)
∞

-HHM-r

∞
-HE-M-
辻
直
四
郎
訳
一
『
ア
タ
ル
ヴ
ァ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
讃
歌
|
古
代
イ

ン
ド
の
呪
法
l
』
(
岩
波
文
庫

wH由
4
5
3・H
a
'詰・

(辺
)
C
O
R
昨日塁。，
n
刷、
snSQ'句史、。

ω
N
Y
臼
臼
・
由
一
切
QHh-ミ
&
u缶
詰
中

UF-司
君
。
B

句史、。

ω・印・町
"ω
・由・口一」
R
S忠
弘
君
主
∞

-UH4w
ロ-
E申
・
中

野
義
照
訳
一
『
マ
ヌ
法
典
』
忌
日
ψ

官官・

MM印
咽
印
宮
山
渡
瀬
信
之
『
マ
ヌ

阿
関
仏
国
経
の
ス
ピ
ー
ド
感

法
典
」
中
公
文
庫
忌
百
七
唱

-N4由u
呂田・

(
お
)
中
野
義
照
訳
一
『
ヤ
l
ジ
ユ
ニ
ヤ
ヴ
ア
ル
キ
ヤ
法
典
』

H
由
g
w
沼
己
H

E
E参
照
。

(
辺
)
上
村
勝
彦
訳
一
『
マ
ハ

i
バ
l
ラ
タ
』

l
(ち
く
ま
学
芸
文
庫

NOCM)bω
回
目
参
照
。
出
向
旬
、
?
は

Q
E
s
-
a・
に
よ
る

o検
索
に
は
冨
中

間
。
。
斗
orロ
ロ
田
岡
田
(
徳
、
水
宗
雄
)
の
富
田
ロ
E
E
E
S注
目
立
0
4
0
H
Zコ
宮

冨
島

E
F
F
S
E
B
S
に
依
っ
た
。

z
q
H
言仲間
R
rロロ
-Mq。
g
占・

2
』芝

居
件
。
-
自
国

mmtm宮
i
g岡
宮
参
照
。

(
お
)
前
註
(
初
)
で
引
用
し
た
よ
う
に
民

-mB広
げ
に
従
っ
て
、
同
品
問
、
aE'

さ
な
宮
町
田
M

・5HNを
見
る
と
、

F
Z
E
g身帥
5
・
F

Z官
官
Z
-
F
Z
H
M。間同『
FF島
・
同
b

包
E
Z
B

S
、。
r
o
F
F
B羽
田
は
希
望
(
及
品
)
の
意
味
で
、
〔
動
詞
現
在
活
用
形

は〕

F
F
z
g
ーヨ
E
g
(希
望
す
る
、
願
う
、
懐
れ
る

)
o
F耳
目
宮
ー
は
胎

児
で
あ
る
。
〔
そ
れ
は
〕
不
安
(
忠
自
主
主
を
意
味
す
る
と
、
或
る
人

達
は
い
う
』

と
あ
る
。
な
お
こ
の
著
者
ク
シ

l
ラ
ス
ワ

l
ミ
ン
は
ロ
世
紀
頃
の
カ

シ
ユ
ミ
l
ル
の
文
典
家
で
あ
る
。

い
の
ふ
り

(
お
)
「
命
を
大
事
に
す
る
」
と
い
う
優
し
い
配
慮
の
伝
統
は
、
わ
が
国
に

も
有
る
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
、
路
傍
の
死
者
を
弔
う
墓
碑
や

地
蔵
像
、
ま
た
水
子
供
養
や
水
子
地
蔵
の
流
行
に
関
し
て
、
感
じ
る
と

い
う
の
は
、
当
た
っ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
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佐
々
木

閑

〈
耐
蹴
川
町
民
軒
〉
は
、
〈
小
品
系
般
若
経
〉
や
〈
維
摩
経
〉
に
も
先
行
す
る
と
い
わ
れ
る
、

非
常
に
古
い
大
乗
経
典
で
あ
る
。
『
大
阿

弥
陀
経
』
や
『
無
量
寿
経
』
な
ど
の
浄
土
系
経
典
に
み
ら
れ
る
「
西
方
極
楽
世
界
に
お
わ
し
ま
す
阿
弥
陀
如
来
へ
の
信
仰
」
と
は
好
対
照

を
な
す
「
東
方
妙
喜
世
界
に
お
わ
し
ま
す
阿
関
如
来
へ
の
信
仰
」
を
主
題
と
す
る
が
、
し
か
し
、
現
段
階
で
は
両
者
に
直
接
の
先
後
関
係

は
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
両
系
統
の
関
係
は
い
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
は
、
異
な
る
場
所
で
発
生
し
た
複
数
の
「
別
世
界

に
お
ら
れ
る
勝
れ
た
如
来
、
仏
国
土
へ
の
信
仰
」
が
経
典
化
し
、
そ
の
後
入
り
交
じ
る
こ
と
で
共
通
項
を
含
む
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
今

題
に
は
触
れ
な
い
。

に
伝
わ
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
私
自
身
は
、
両
者
に
密
接
な
前
後
関
係
が
あ
る
よ
う
に
も
感
じ
る
の
だ
が
、
今
は
そ
の
問

本
稿
で
は
、
そ
の
〈
阿
閑
仏
国
経
〉
に
説
か
れ
る
「
悟
り
へ
の
道
」
を
考
察
し
、
そ
こ
に
現
れ
て
い
る
き
わ
め
て
特
徴
的
な
ス
ピ
ー
ド

感
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
〈
阿
閑
仏
国
経
〉
に
関
し
て
は
、
近
年
発
表
さ
れ
た
佐
藤
直
美
の
研
究
が
最
新
に
し
て
最
重
要
で
あ
る
の
で
こ

れ
を
研
究
の
ベ

l
ス
と
し
て
利
用
し
た
。
ま
た
佐
藤
さ
ん
か
ら
は
、
個
人
的
に
博
士
論
文
の
写
し
を
頂
戴
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
研
究
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編
に
加
え
て
、
漢
訳
二
本
と
チ
ベ
ッ
ト
訳
校
訂
テ
キ
ス
ト
、
そ
れ
に
チ
ベ
ッ
ト
訳
か
ら
の
和
訳
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
正
式
な
出
版
物
で
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